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本年度、神戸市では国の史跡として舞子砲台跡と五色塚古墳の外

溝部分が指定されました。一昨年、平成17年 3月 の西求女塚古墳の

指定につづき大変よろこばしいことです。

今後は、これら国民共有の財産ともいうべき史跡をいかに整備し、

有効に活用していくか、みなさまと共に考えていきたいと思います。

さて、今回報告いたします平成16年度は、港町神戸の近代化を支

えた神戸臨港鉄道南本町架道橋台跡の調査や、兵庫城と町屋の成り

立ちを解明する手がかりとなる兵庫津遺跡における一連の調査など、

多くの貴重な成果がみられました。

これらの遺跡をはじめ本書に掲載されました調査の成果をとおし

て埋蔵文化財へのご理解を深めていただければ幸いです。

最後に、調査および本年報を作成するにあたりましてご協力いた

だきました関係諸機関ならびに関係者各位に対し厚くお礼申し上げ

ます。

平成19年 3月

神戸市教育委員会
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1.本書は、神戸市教育委員会が平成16年度に実施した埋蔵文化財調査事業の概要である。事業に関わる発

掘調査は、神戸市文化財保護審議会の指導を得て、下記の調査組織によつて実施した。
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2.本書に記載した位置図は、神戸市立中学校教育研究部編集 (神戸市体育協会発行)5万分の 1神戸市全

図を、各遺跡の位置図は、神戸市発行2500分の 1地形図を使用した。

3.本書は、埋蔵文化財発掘調査一覧表に示した各調査担当学芸員が執筆し、 I.平成16年度事業の概要に

ついては橋詰 清孝 。西岡 誠司が、Ⅱ.震災復興調査の10年については渡辺 伸行が、V.保存科学調

査・作業の概要については中村 大介が執筆 した。また編集については、渡辺 伸行の指導のもとに内藤

俊哉が行った。

4.市内各遺跡の調査次数については、現在改正作業中である。

5,表紙写真は兵庫津遺跡 第36次調査 (本文183頁)出上の陶磁器で、裏表紙写真は兵庫松本遺跡

次調査 (本文79頁)出土の玉類である。
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1.は じめに

2.普及啓発

〔埋蔵文化財センター〕

活  動

企画展示

I.平成16年度 事業の概要

阪神・淡路大震災の発生から10年目を迎え、震災復興区画整理事業も軌道に乗り、一部

の事業地を除き街路や宅地基盤整備などが約 8割程度完了しつつある。震災復旧 。復興事

業関連の埋蔵文化財保護の対応として、被災者である個人及び、中小企業者の復旧 。復興

事業については、引き続き補助事業として採択し発掘調査を実施している。

開発指導では、周知の埋蔵文化財包蔵地内の建築行為に対し、文化財保護法に基づく発

掘届出書の提出及びその取扱いの指導を徹底している。これらの審査 。指導について正確

かつ迅速に処理するため、埋蔵文化財管理システムを運用しているが、これに加えて開発

と埋蔵文化財保護の調整を目的としたホームページを開設しその周知の徹底を図っている。

調査事業では件数の減少傾向は今年度も同様であるが、調査と整理作業の積み重ねによ

り各遺跡の復元を進め、その成果を公開する事業 (現地説明会・報告書作成)や、蓄積さ

れた発掘調査の資料を活かした活用事業が埋蔵文化財センターで行われている。埋蔵文化

財保護行政の基礎となる遺跡地図の整備を進め、重要遺跡を選定し保存目的の確認調査を

実施し、指定文化財にする事業など埋蔵文化財保護の基礎的な作業を今年度も進めている。

また、文化財保護法の改正により条文の整理が行われたことに伴い、届出 。通知の様式変

更や、近代遺跡の保護と取り扱いの方向性を見定める契機となる調査を実施している。

神戸市教育委員会が実施した市内の発掘調査で得られた各種の記録や出土遺物は、すべ

て埋蔵文化財センターに集積されている。また同時に出土遺物を整理 。収蔵・保存 。公開

する拠点である。埋蔵文化財センターでは常設展示室 。企画展示室 。収蔵展示室を公開し、

また特別収蔵庫の中や、遺物整理室の中をのぞけるようにしている。平成16年度の入館者

は31,056人で、前年度比25.2%の増加であった。

今年度は 3回の企画展示を実施した。春の企画展示『昔むかしの井戸端会議』では、さ

まざまな時代のいろいろな丼戸から見た古代の人々と水との関わりを、これまでの市内で

の発掘調査成果を基にして、展示をした。むかしの人々はどのようにして、井戸を作り、

またどのようにして利用してきたのか、弥生時代から鎌倉時代までの井戸を時代ごとに紹

介した。夏の企画展示『遺跡のお医者さん』では、文化財の保存と活用の重要性を、保存

科学という分野を通し、わかりやすく説明した展示を行った。遺跡からの出土品には、放っ

ておくとこわれてしまうものがたくさんある。遺構 。遺物の保存には考古学だけでなく、

科学的な知識や技術が必要であり、保存科学者はそれらを見守る医師のような存在である。

展 一不 内 容 開 催 期 間 入 館 者 数

春 昔むかしの井戸端会議 4月 10日 ～ 6月 6日 15,602イ登

夏 遺跡のお医者さん 7月 24日 ～ 9月 5日 2,631イ畜

秋 港町 。兵庫津―賑わう庶民のくらし― 10月 30日 ～12月 26日 3,283イ畜

入館者合計 21,516弩登
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展 一不 内 容 開 催 期 間 入 館 者 数

速報展示 秀吉と淡河～新発見 !「 らくいち」制本Lと
淡河の文化財パネル展

9月 18日～ 9月 26日 625々登

速報展示 兵庫城の堀跡発見 !

―兵庫津遺跡第35次調査成果速報パネル展―
12月 1日 ～12月 26日 1,091埓登

作 品 展
第 3回・神戸市小学校社会科作品展
『埋蔵文化財センター賞受賞作品展』

9月 23日 ～10月 3日 735牽至

作 品 展 いにしえを詠む―句会「斧」作品展― 1月 29日 ～ 2月 27日 1,1734る

速報展示

作品展

発掘調査で遺跡から出土する脆弱な遺物をどのようにして取り上げ、整理・保存していく

のか、また、遺跡の一部をそのまま切り取ったり、剥ぎ取ったりして持ち帰ることによっ

てその臨場感を保てることを展示した。関連イベントとして、期間中の 8月 4日・ 8月 25

日に「見せます !保存科学の舞台裏」を開催し、館内の保存処理施設を公開し、作業の一

部を見学してもらった。 2回合わせて59名の参加者があった。秋の企画展示『港町 。兵庫

津―賑わう庶民のくらし―』では、港湾都市として賑わった町「兵庫津」に生きた人々の、

暮らしの息吹を感じる考古資料を中心に、古代大輪田泊の痕跡から近世に至る港町・兵庫

津を新たな視点で復元しようとする展示をした。期間中の11月 7日 には、落語家・桂小米

朝氏講演会『落語に見る庶民のくらし』を開催し、200名の聴講を得た。また、11月 21日・

12月 12日 に展示解説を開催し、 2回合わせて36名の参加者があった。企画展示の入館者数

は、 3回合わせて、21,516名である。

『秀吉と淡河～新発見 !「 らくいち」制札と淡河の文化財パネル展示～』では、昨年度

から始まった北区淡河町の地元と、神戸市、神戸大学文学部地域連携センターの三者によ

る連携事業によって、発見された歳田神社 (北区淡河町淡河)の制札を展示 した。羽柴秀

吉が天正 7(1579)年 と同 8(1580)年に発給した 2枚の制札 (木札)と 由緒書など、そ

の関連文書を展示した。また、淡河地域にある社寺や仏像などの文化財の写真パネルも合

わせて展示した。『兵庫城の堀跡発見 !―兵庫津遺跡第35次調査成果速報パネル展―』で

は、発掘調査の成果をいち早 く公表するため、速報展示を開催した。10月 から11月 にかけ

て、兵庫区切戸町から出土した陶磁器と、検出された遺構の写真パネルを展示した。速報

展示の入館者数は、 2回合わせて、1,716名 である。

今年度から、神戸市小学校教育研究会社会科部と連携して、コミスタこうべ (神戸市生涯

学習支援センター)で開催される「第 3回・神戸市小学校社会科作品展」において、埋蔵文

化財に関する作品について『埋蔵文化財センター賞』を選定した。受賞した34作品を、埋蔵

文化財センターで展示した。また、新たな試みとして、『いにしえを詠む一句会「斧」作品展―』

では、俳句の会「斧」との共催により、色紙や短冊に書かれた俳句の作品97点を、それぞれ

対象となった遺物や遺跡の写真パネルと併せて展示した。 2回合わせて、1,908名である。

市内の身近な遺跡を紹介して地域の歴史について理解を深めてもらうことを目的とし、

地域の施設を利用して展示会を開催 した。今年度は北区道場町の農村環境改善センター、

兵庫区の新湊川応ゝれあい会館 (新湊川河川水防センター)、 須磨区の須磨パティオで開催

した。この他に神戸西部地区観光施設協議会主催で例年開催している埋蔵文化財センター

の施設紹介の展示に今年度も加わった。

館外展示
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展 一不 場 所 展 一不 内 容 開 催 期 間

花時計ギャラリー 春の企画展示の案内 4月 15日 ～ 4月 23日

花時計ギャラリー 「親子で体験考古学講座」の案内 7月 2日～ 7月 9日

花時計ギャラリー ウエス トコウベ パネル展 7月 13日 ～ 7月 22日

須磨パティオ・健康館 3階 須磨の古代展―須磨区内の追跡― 8月 12日～ 8月 30日

新湊川ふれあい会館 新湊川 (旧苅藻川)流域の追跡展 9月 12日

しあわせの村 ウエス トコウベ パネル展 10月 17日～11月 30日

農村環境改善センター 道場展 11月 2日 ～ 11月 3日

出張学校展示 社会教育との連携といった視点だけではなく、遺跡から出土した実物の資料を、子供た

ちが通う小学校で直接見ることによって、その小学校がある地域の歴史や文化を学び、ま

た再認識することができるようにとの目的で、平成10年度から希望のあった市内の小学校

で展示会を開催している。展示では主に小学校の近くの遺跡から出上した遺物を並べ、期

間中には学芸員による展示解説も実施している。今年度は6校、 6回の展示を実施 した。

出張学校講座 平成12年度から実施している講座で、小 。中学校を対象に実際に自分の手でものを作る

ことによって、当時の人々の暮らしの工夫や技術が体験できる内容としている。特に近年

は主要教科以外の授業時間数が減少している関係から子供たちがものを作りだす体験が少

なくなっており、子供たちのみならず教諭の方々にも大変好評で、希望校が年々増加傾向

にある。今年度は35校 (36回 )で実施した。

考古学講座   「親子で体験考古学講座」は学校週体 2日制が実施された平成 6年度から実施 している

講座で、当初は体験を通じて昔の人々の暮らしの工夫や技術に学ばうという趣旨で、第 2

土曜日の催し物であった。その後土曜日が完全に休日になった以降は、主に夏休みの期間

中を中心に土曜日の催し物として続けられている。対象は小学校高学年から中学生で、小

学生は保護者の参加も求めている。また高校生以上一般成人を対象としたもう少し内容を

高度にした「体験考古学講座」も平成 8年度以降実施されている。両者ともに好評である。

また、今年度から文化体験プログラム支援事業として、「ホンモノ」との出会いをテー

マに、生涯学習課と連携しながら体験講座を企画した。当初は、『古代へのタイムスリッ

プ～学芸員の仕事体験』と題して、11月 13日・ 11月 27日 に開催を予定して募集 したが、応

募がなかったため、内容を変更し、『「出土遺物に見る戦国武将の姿J～甲冑を着てみよう～』

小 学 校 名 展 一不 内 容 開 催 期 間 展示解説 受講人数

有瀬小学校 伊川谷周辺の古代の生活 5月 17日 ～ 6月 4日 6月 4日 146名

伊川谷小学校 伊川谷周辺の古代の生活 6月 4日 ～ 6月 18日 6月 9日 186イ登

福田小学校 古墳って何だろう? 6月 18日 ～ 6月 30日 6月 23日 98イ至

なぎさ小学校 やよいじだいにタイムスリップ ! 6月 18日 ～ 6月 30日 6月 29日 66名

長田小学校 歴史の復習～古代の生活～ 7月 2日～ 7月 16日 7月 9日 57イ畜

五位の池小学校 歴史の復習～古代の生活～ 7月 2日 ～ 7月 16日 7月 9日 76発登

受講人数合計 629で登
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講  座  名 開催日 学 校 名 人 数 講 座 名 開催日 学 校 名 人 数

勾玉づくり 4月 30日 上筒井小学校 66でる 土器づくり 5月 27日 狩場台小学校 67名

土器づくり 5月 6日 五位の池小学校 764乙 土器づくり 5月 28日 鹿の子台小学校 189名

土器づくり 5月 7日 花山小学校 894乙 土器づくり 5月 31日 谷上小学校 22名

勾玉づくり 5月 7日 板宿小学校 67名 勾玉づくり 6月 2日 西落合小学校 66名

クッキーづくり 5月 ■日 浜山小学校 31名 勾玉づくり 6月 3日 小部小学校 108名

勾玉づくり 5月 12日 横尾小学校 60でる 勾玉づくり 6月 4国 鈴蘭台小学校 83牽る

勾玉づくり 5月 13日 桂木小学校 128名 勾玉づくり 6月 4日 櫨谷小学校 25名

勾玉づくり 5月 14日 多聞南小学校 36名 土器づくり 6月 8日 花谷小学校 146名

勾玉づくり 5月 14口 なぎさ小学校 66策る 勾玉づくり 6月 10日 泉台小学校 108名

土器づくり 5月 17日 鴇越小学校 504る 勾玉づくり 6月 10日 長田小学校 57名

貫頭衣づくり 5月 18日 北須磨小学校 70名 勾玉づくり 6月 ■日 ひよどり台小学校 65名

貫頭衣づくり 5月 19口 福住小学校 744る 土器づくり 6月 16日 摩耶小学校 74名

勾玉づくり 5月 20日 伊川谷小学校 186名 クッキーづくり 7月 1日 本庄小学校 127名

勾玉づくり 5月 20日 箕谷小学校 107名 貫頭衣づくり 7月 2日 甲緑小学校 106名

勾玉づくり 5月 21日 兵庫大開小学校 116名 貫頭衣づくり 7月 8口 本山第二小学校 178名

勾玉づくり 5月 24国 太山寺小学校 16名 勾玉づくり 7月 14日 宮本小学校 47名

貫頭衣づくり 5月 25日 北山小学校 76名 勾玉づくり 9月 30日 福住小学校 734ζ

土器づくり 5月 26国 高羽小学校 137名 貫頭衣づくり 10月 14国 多聞台小学校 50名

受講人数合計 3,042名

として、 3月 26日 に開催した。戦国時代の武将が着ていたよろいを復元した衣装を身につ

け、遺跡から出上した刀子 (小刀)を観察しながら、金属でペーパーナイフを製作した。

49名 の参加があった。

公民館講座  夏体みの公民館事業である小 。中学生を対象としたサマースクール中の 1講座として、

3公民館から依頼を受け、平成14年度から「古代人に挑戦」と題した体験考古学講座を実

施している。今年度から、勾玉づくりの他に、石包丁づくりを実施した。石包丁づくりに

ついては、埋蔵文化財センターで開催した。

その他の講座 上記の定期的な講座以外にも、依頼を受けて下記の各種講座を実施した。今年度は、埋

蔵文化財センターに来館して実施したものはなく、現地に赴いて実施したものが 4回ある。

また、内容は体験考古学講座の形式のものと、通常の講義形式のものがある。

『親子で体験 考古学講座』

講 座 名 開催口 内 容 参加者数

樹木の探検と縄文時代のハッパを探そう 5月 22日 遺跡から持って帰った上の中から、葉を探し出し、ラミネート

フィルムに封入する。

47名

石包丁をつくろう 7月 17日 粘板岩 (高島石)で石包丁を作る。 56牽ζ

勾玉をつくろう 8月 7日 軟らかい印材で勾玉などのアクセサリーを作る。 187名

土器・埴輪をつくろ う 8月 21日 自然乾燥で硬化する粘土で土器や埴輪を作る。 96牽ζ

勾玉をつくろう 8月 28日 軟らかい印材で勾玉などのアクセサリーを作る。 76牽ζ

どんぐりで縄文クッキーをつくろう 12月 18日 ドングリとドングリの粉で当時のクッキー状の食べ物を焼く。 ■名

参加者数合計 473牽ζ
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親子で『赤米作りに挑戦しよう』

講 座 名 開催口 内 容 参加者数

貫頭衣をつくって田植えに挑戦 ! 6月 19口 西区の神出自然教育園の水田で古代米を実際に田植えし、秋の

収穫までを体験する。貫頭衣を作って着たり、石包丁を作って

収穫したりする。

684ζ

田んぼの草取りと石庖丁づくり 7月 24日 102名

自分でつくった石包丁で収穫に挑戦 ! 10月 16口 674旨

参加者数合計 237名

『体験 考古学講座』

講 座 名 開催日 内 容 参加者数

土器・埴輪・土笛をつくろう 2月 12日 焼物用の粘上で土器や埴輪、土笛を成形する。 8名

2月 26口 乾燥させた土器等を実際に野焼きで焼成する。 7名

古代のアクセサリー 勾玉・管玉をつくる 3月 12日 少し硬い印材で勾玉や管玉などのアクセサリーをつくる。 15名

参加者数合計 30名

公 民 館 名 開催国 講 座 名 受講人数

玉津南公民館 7月 21日 サマースクール古代人に挑戦 !～勾玉づくり～ 25名

東垂水公民館 7月 28日 サマースクール古代人に挑戦 !～勾玉づくり～ 21名

葺合公民館 7月 29日 サマースクール古代人に挑戦 !～勾玉づくり～ 24牽ζ

東垂水・玉津南 8月 31日 サマースクール古代人に挑戦 !～石包丁づくり～ 33牽る

受講人数合計 704る

各種出張講座

講 座 名 開催日 開 催 場 所 受講人数

石包丁づくり (リ トルファーマーステイ) 7月 81口 神出自然教育園 404旨

土器づくり 1月 8日 須磨パティオ 29名

遺跡から学ぶ神戸の歴史 3月 4日 東垂水公民館 21名

勾玉づくり 3月 19日 須磨パティオ 150名

受講人数合計 2404る

その他の催し 今年度は、みどりと太陽のまつりが、従来の西神中央駅東側のプレンティ広場だけでな

く、西神中央公園内においても開催されたため、参加者数が昨年度よりも大幅に増加した。

埋蔵文化財センターの玄関前において、土器パズル・輪投げ・火起こし体験・古代米配布

を実施した。

垂水区の大歳山遺跡公園で11月 6日 (土)に『おおとしやままつり2004』 を垂水区と連

携して開催した。地域に残っている埋蔵文化財を日常の生活の中に活かすことを、その地

域の人々と一緒になって考える試みであり、毎年少しずつ内容を変えながら開催している。

今年度は復元された竪穴住居の内部を公開と、古代人の生活体験として土器づくり
。勾玉

づくり。火起こし体験・古代米 (赤米・黒米)の試食を行った。また塩焼きの実演を行い、

木製の日と竪杵を使った脱穀 。古代衣装の試着も行った。会場内の別のブースでは地元の

ボランティアの方々によるリース作り。松ばっくり細工・竹とんぼ細工も行われた。参加

者数は450人であった。

催  し  物  名 開催国 埋蔵文化財センターのブースの参加者数

第22回  みどりと太陽のまつり 5月 15日 3,292考乙

〔文化財保護強調週間の催し〕
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記者発表・資料提供

名 称 発 表  日 内 容 備 考

灘区 西求女塚古墳 平成16年 11月 19口 新指定の国史跡 平成17年 3月 2日 官報告示

兵庫区 兵庫城跡
兵庫津遺跡第35次調査

平成16年 11月 26日 兵庫城関連遺構 (堀跡)の発見 速報展示開催 (12/1～ 12/26 埋蔵文化財センター

市立博物館

神戸市埋蔵文化財ホーム

ページ開設

平成16年 11月 30日 遺跡地図の配信を開始 http://www mibun― kobe net/

垂水区 舞子砲台跡
第 4次調査

平成17年 2月 14口 稜堡式砲台の全容判明 現地説明会開催 (平成17年 2月 16口 ～ 2月 18国 )

見学者 205名

灘区 西求女塚古墳 平成17年 3月 18口 新指定の重要文化財

遺跡の公開

遺  跡  名 開 催 日 内 容 見 学 者 数

須磨区 行幸町遺跡 平成16年 6月 6日 奈良時代の掘立柱建物の検出 見学者約140名

須磨区 行幸町遣跡 平成16年 7月 10日 鎌倉時代・室町時代の井戸跡の発見 見学者約 70名

兵庫区 兵庫松本遺跡 平成16年 7月 11日 弥生時代末～古墳時代初頭の竪穴住居群の発見 見学者約120名

灘区 西郷古酒蔵群 平成16年 9月 21口 近世から近代に至る酒蔵の遺構とその変遷 見学者約 20名

西区 吉田南遺跡 平成17年 3月 12国 弥生時代後期～古墳時代後期の住居跡 見学者約 50名

〔資料の貸出〕

〔発掘調査現地説明会の開催と報道関係資料提供〕

発掘調査において重要な発見があった場合、市役所内の市政記者クラブで発表を行って

いる。また、現地発掘調査期間中の現地説明会の開催や、要望があれば地域住民を対象と

した遺跡の公開・説明会を実施している。

平成14年 4月 に制定した『所蔵資料の貸出し基準』に基づいた資料の貸出しは、12件、

191点 (土器・瓦等 81点、土製品 25点、石製品・石器 3点、金属器 51点、遺構切り取

り資料 13点、自然遺物 4点、木製品 2点、ガラス製品 10点、生痕化石 2点)があった。

写真資料の貸出しは、44件、243点。特別利用は26件であった。

〔刊行物〕

平成16年度の刊行物は、以下の 7点である。

平成14年度 神戸市埋蔵文化財年報 平成17年 3月 発行 頒価1,500円

兵庫松本遺跡 第 2～ 4・ 12・ 17・ 19次発掘調査報告書 平成17年 3月 発行 頒価2,000円

森南遺跡 第 1・ 2次調査発掘調査報告書 平成17年 3月 発行 頒価1,800円

水谷遺跡第10次 馬掛原遺跡第 1次調査発掘調査報告書 平成17年 3月 発行 頒価 700円

戎町・松野遺跡発掘調査報告書

森北町遺跡 第20次調査 発掘調査報告書

神戸市埋蔵文化財分布図

平成17年 3月 発行 頒価1,900円

平成17年 3月 発行 頒価 400円

平成17年 3月 発行 頒価 500円

4.開発指導 周知の埋蔵文化財包蔵地内における土木工事等については、開発面積の大小に関わらず

文化財保護法に基づく届出・通知 (文化財保護法第57条の 2・ 同法第57条の 3)が必要で

あり、必要とされる保護措置を指示している。平成11年度からは建築確認申請に伴う事前

届出制度 (『 4申戸市民の住環境をまもりそだてる条例』)イこおける事前届出書の閲覧により、

埋蔵文化財発掘届書の提出及び土木工事についての取り扱いの指導を徹底してきた。平成

16年度の文化財保護法に基づく届出 。通知についての件数は別表のとおりである。
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本年度の届出。通知件数は、738件であり、前年度より82件上回った。その内、民間事業

者や個人が提出する文化財保護法第57条の 2に よる届出は696件 (前年度597件 )、 事業者が

公的機関の同法第57条の 3に基づく通知は、42件 (前年度59件)であった。法57条の 2で増

加が見られたのは、個人住宅について28件の減少があったが、一方で共同住宅、住宅兼用建

物、その他建物などの築造とそれに伴うガスや水道敷設にかかる届出が前年度より、77件の

増加となったためである。届出 。通知に関する指示の内容は、事前の発掘調査が53件、工事

施工時に確認する工事立会が83件、工事による埋蔵文化財に影響がなく慎重に工事実施を指

示した件数が596件、その他 6件であった。また、神戸市開発指導要綱に基づく各種開発行

為事前審査は、前年度と比べ24件の減少となっている。

これらの埋蔵文化財発掘届出・通知及び各種開発行為事前審査の取扱いは、周辺調査デー

タに基づく書類審査と現地調査の試掘調査によって決定している。その試掘調査は、245件

で前年度より32件減少となっている。

ホームページ また、昨年度よリシステム開発していた開発と埋蔵文化財の保護との調整を目的とするホー

ムページ「神戸市の埋蔵文化財」を12月 1日 から配信を開始した。内容は、市内における遺

跡の分布状況 (遺跡分布図)、 遺跡の検索機能、開発事業計画策定に伴なう埋蔵文化財保護

法に基づく届出等の手続きの流れ、文化財保護法中の埋蔵文化財保護に関する条文の抜粋な

どである。開発事業計画策定にあたって事業者が、市内の遺跡分布状況を事前に確認し、文

化財保護について必要な措置を認識することのできるホームページである。毎年更新される

周知の埋蔵文化財包蔵地を反映し、届出や試掘調査依頼書の書式もダウンロードできる。

5,調査事業   平成16年度に実施した発掘調査事業は68件で、それに要した経費 (出土整理・保存処理を

含む)の総額は、566,790千円であった。その内訳は、発掘調査事業費の約 9割を占める開

発事業に伴う本発掘調査に要した費用は、516,160千 円 (68件 )、 遺跡整備に伴う事前調査

(整理)に位置づけられている五色塚古墳出土品整理は、5,014千円、遺跡の保存目的の範囲

内容確認調査は4件で、豊2,517千円、試掘・確認調査が245件、23,099千円であった。

国庫補助事業 上記の調査事業のうち、文化財保護法の定めと国の補助事業採択基準により補助事業とし

て採択を受けたものについて、調査事業と保存処理事業を行っている。埋蔵文化財緊急調査

費国庫補助事業は、事業費116,112千 円であった。その内訳は、個人住宅等各種開発事業に

伴う事前調査である試掘・確認調査が23,099千円、農業基盤整備事業 (圃場整備事業)に伴

う試掘・確認調査1,533千円、遺跡の保存目的の範囲確認調査 (舞子砲台跡 。端谷城跡・淡

河城跡 。大輪田泊・福原京関連)22,700千円、農業基盤整備事業 (圃場整備事業)に伴う発

掘調査が 1件・ 1,014千 円、個人住宅や共同住宅等に伴う発掘調査が24件 。49,797千 円 (そ

の内、個人・零細事業者 3件・3,366千円)、 報告書作成のための整理は3件・ 14,554千円、

遺跡地図作成等は3,249千円、その他の経費は166千円であった。

文化財保存事業費では、兵庫津遺跡第15次調査出土金属製品の保存処理事業として115点

(銅製品71点 。鉄製品44点)の保存処理を行い、その事業費は1,011千 円であった。

市内発掘調査 調査件数は昨年度に続き減少傾向にある一方で、これまでの調査により蓄積された資料を

もとに各遺跡の復元を行ったり、遺跡の評価を高め指定文化財としたり、今後保護すべき新

たな対象を見出している。また、この成果が広く市民に公開する活用事業にも活かされている。
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新発見の遺跡 昨年度の試掘調査により発見された大橋町遺跡の発掘調査が行われ、平安時代から鎌倉時

代の掘立柱建物と屋敷墓と考えられる土坑墓が検出され、集落の様相の一端が明らかとなった。

復興関連   復興区画整理事業地内では、森南町遺跡 (1件)・ 兵庫松本遺跡 (6件)・ 御蔵遺跡 (2

の調査  件)。 松本遺跡 (6件)・ 戎町遺跡 (5件)で区画整理事業の街路建設や個人住宅、共同住

宅建設に伴う事前調査が実施された。いずれも調査次数を重ねることにより、歴史的環境の

復元がより詳細にできるようになってきている。その中の一つをあげると、兵庫松本遺跡で

は今回の発掘調査で23次の調査を重ねることとなった。震災以降に発見された当遺跡は、縄

文時代晩期から鎌倉時代に至る集落の様相を明らかにし、出土品の整理も進み集落変遷を詳

細に復元できる資料の蓄積があった。その成果を第20次調査期間中に現地説明会を開催し公

開している。

酒蔵の調査  灘五郷の多くの酒蔵は阪神・淡路大震災で大きな被害を蒙り、当地の酒造業の環境も大き

く変化し、平成 8年度に初めての調査が行われ、平成10年に周知の埋蔵文化財に登録された。

本年度も1件の調査を実施し、近世から近代に至る酒造遺構の変遷の一端が明らかにされた。

近代遺跡   中央区脇浜町で行われている区画整理事業地内で明治時代末期頃に建設された神戸臨港鉄

の調査  道の煉瓦造橋台が 4基発見された。同鉄道は、同時期に開始される近代神戸港建設への先行

事業において建設されたもので、神戸の近代化、国際港湾都市発展の歴史を物語る上で欠か

すことのできない遺産と位置づけ、調査を開始するとともに、その重要性から現地保存への

理解を事業者に求めた協議を開始した。 4基の橋台のうち、当初の形状を最もよく残してい

る南本町第 4橋台に現地保存を行う方針で協議を進めている。また、小野浜町で計画されて

いる都市計画道路の敷地内で、同鉄道関連の遺構として煉瓦下水道跡が発見された。保存の

協議をした結果調査後、新たに造成される生田公園に敷地内に切り取り移設し、モニュメン

トとすることとなった。文化財保護法改正における考え方にから、本市においても近代遺跡

として神戸港建設関連遺跡について今後、保護の対象とすることとした。

保存目的調査 保存目的の調査としては、舞子砲台跡 。端谷城跡・淡河城跡 。兵庫津遺跡 (大輪田泊関連)

の 4遺跡で実施した。いずれも当市において重要な遺跡であり、将来史跡指定をめざすもの

であり、その保護・保存に関わる資料を得る為に複数年の計画で確認調査を実施している。

史跡指定   灘区都通 3丁目61番所在の西求女塚古墳が、平成17年 3月 2日付けで国指定史跡の指定を

受けた。同古墳は、昭和60年度より13次にわたり範囲確認調査を実施した結果、全長98mの

古墳時代前期初頭の大型前方後方墳であり、後方部の竪穴式石室は、慶長伏見大地震により

崩れていたが、舶載三角縁神獣鏡を含む12面の鏡や、多量の武器、工具などの鉄製品、紡錘

草形石製品などの豊富な副葬品があった。出土品の整理及び保存処理作業を計画的に実施し、

その調査成果をまとめた発掘調査報告書を平成16年 3月 に刊行した。この成果をもとに平成

16年 7月 16日付けで国史跡指定申請を行った。畿内地域のおける出現期古墳の代表であり、

当該時期の古墳の構造 。副葬品組成、葬送儀礼及びその時代の社会を知る上で重要な古墳で

あると評価を得て国史跡の指定を受けた。

重要文化財  また、出土資料についてもその重要性は高く評価されており、銅鏡12面 。鉄製品230点・

の指定   碧玉紡錘車型石製品 1点と附として織物残欠 2点・土師器残欠179点・竪穴式石室石材54点

について、国の重要文化財指定のための調査 (文化庁文化財部の調査 :平成17年 1月 )を受
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け、古墳時代初頭の畿内の首長墓およびその場での葬送儀礼の実態を考える上できわめて貴

重な一括資料であると評価を受けた。平成17年 3月 18日付けで国の文化審議会より、重要文

化財新指定の答申を受ける運びとなった。 O旨定は平成17年度)

詳細調査   埋蔵文化財保護の基礎となる周知の埋蔵文化財の指定及び遺跡地図作成のため、踏査によ

る分布調査を実施している。今回は、北区山田町坂本に所在する丹生山明要寺跡 (調査期間 :

平成17年 2月 23日～3月 11日 )と、中央区神戸港地方一口里地先所在の滝山城跡 (調査期間 :

平成17年 3月 14日～ 3月 15日 )について実施した。

丹生山明要寺 明要寺跡は急峻な地形を有する丹生山山頂 (標高514.8m)に 存在する。明要寺について

伝える文献は少ないが、文亀年間 (1501～ 1504年)に製作されたと考えられる「紙本著色丹

生山明要寺参詣曼茶羅図」 (丹生神社所蔵)あ る。これによると明要寺は本堂を中心に仁王

門・阿弥陀堂 。経蔵・十王堂 。二重塔・大日堂・不動堂や、急峻な参道と石段、その両側に

連なる寺坊からなる大規模な山岳寺院であったことがうかがえる。明治時代の廃仏毀釈によ

り荒廃し、現在山頂には丹生神社が残るのみである。考古学的な調査は1979年に元興寺文化

財研究所により試掘調査が実施されたほかはなく、実態は明らかではない。分布調査では、

尾根上で平坦面を確認している。また、丹生神社から東方に派生する尾根筋と南東方に派生

する尾根との間の谷筋では、山頂に至る参道の斜面に沿って交互に平坦面が並び、頂部付近

では石段も確認された。石段の両側にも平坦面が確認され、平坦面の背後の斜面に石垣の存

在も確認された。周辺からは須恵器片も採取された。分布調査の結果、明要寺跡の遺構が良

好に存在する可含留l■があり、その成果を遺跡地図に反映した。

滝山城跡   滝山城跡は、神戸市街地を見下ろす六甲山系の城山 (323m)に位置する中世の山城であ

る。

平成元年度にロープウェイの建設計画に伴う試掘調査が行われ、16世紀代の遺構が確認さ

れたが、これ以降調査は実施されておらず詳細は不明である。今回の分布調査は、兵庫県教

育委員会が実施した県内に存在する中世城館・砦跡等と主要な荘園を対象にした悉皆調査

(昭和54年～56年)の調査結果を踏まえ、改めて遺構の配置確認と若子の補足、修正を行っ

た。調査では新たに平坦面を4ヵ 所発見することができた。今後は、確認調査を実施して、

遺構の詳細を把握し、これらの遺跡の保護を図っていく予定である。

許

「
！
『

Hg.13 煉瓦下水道跡切 り取り ng 14 古代大輪田泊の石椋モニュメント
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街づくりとの 埋蔵文化財調査や市内に点在する史跡を活用し、まちづくりに活かす取り組みを行ってい

連携    る。今年度は、兵庫区との連携と協働作業で「古代大輪田泊の石椋のモニュメント」を兵庫

区船大工町に築造した。兵庫区では、歴史を生かした協働のまちづくりをめざしており、区

内各所に点在している史跡など地域の歴史的な遺産をネットワークさせながら、歴史と自然

の散策路計画の具体化をめざしている (兵庫区歴史花回道)。 昨年度は柳原惣門の復元を試

みる際に平成14年度の確認調査の成果が活かされた。今回のモニュメント築造もこの事業に

関連している。

モニュメントとなった花南岩の石材は、昭和27年の新川運河浚渫工事の際に出上したもの

で発見当時古代大輪田泊の防波堤 (波消し)の石材の一部と考えられていた。この石材が発

見された場所から北西約250mの地点で昨年度確認調査が行われ、古代の港湾施設の一部と

考えられる施設の遺構が発見され、注目されるようになった。この石材は灘区摩耶埠頭公園

内に記念碑として使用されていたものを出土地近くに里帰りさせ、当地が大輪田泊であるこ

とをイメージできるようなモニュメントとした。モニュメントは、兵庫区船大工町に所在す

る道路用地で、石椋 (石材)のモニュメントと説明看板 1基を設置した。

文化財保護法に基づ く届出 。通知,試掘依頼等  発掘調査,整理作業件数一覧

内 容 件  数

1 発見,発掘届・通知 738イ牛

ユ 調査のための発掘届 (57条第 1項 ) 0件

民間事業に伴う発掘届 (57-2) 696イ牛

通常事業関連 684イ牛
 |

復興事業関連 12件
|

公共事業に伴う発掘通知 (57-3) 42件

通常事業関連 羽
復興事業関連 3件

|

Ш̈ 発見届 。発見通知 (57-5。 6) 0件

2 発掘調査の報告 (保護法58条 2) 35イ牛

3 開発行為事前審査等各種申請 139件

4 試掘調査 (依頼件数) 245件

通常事業関連 236イ牛

通常公共関連 14T41

通常民間関連 222件
|

復興事業関連 9件

復興公共関連 2イ牛
|

復興民間関連 7件
|

5 工事立会 61イ牛

内 容 件 数

1 発掘調査 (大規模確認調査も含む) 67イ牛

1 公共事業に伴う発掘調査 21件

通常事業

27件

復興事業

40件

通常事業関連 9件
|

復興事業関連 12件
|

H 民間事業に伴う発掘調査 44イ牛

通常事業関連 16141

復興事業関連 28件
|

一Ш 圃場整備事業に伴う発掘調査 2イ牛

2 整理作業 (復興調査整理作業を含む) 5件

発掘調査面積 (単位 :だ )

公共事業関連 民間事業関連 計 延べ調査面積

通 常 事 業 2,890 6,072 8,962 9,669

復興事業補助事業 0 2,897 2,897 5,320

復興事業受託事業 8,350 0 8,850 13,368

計 11,740 8,969 20,709 28,357

発掘調査面積別件数

調 査 面 積 件 数 調 査 面 積 件 数

～  100だ 1,001  -  2,000r苫

101 ～  300雷 2,001 ～ 5,000ポ

301  -    500rざ 4 5,001雷以上

501 ～ 1,000ポ 9 計
本
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平成16年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)1

遺 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者

調 査 面 積

調査期間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

1

森北町遺跡

第21次調査
東灘区森北町牛 13 神戸市教育委員会 須藤 宏 50ド 161026～

161113
弥生時代末の竪穴住居 ?・ 柱穴・溝、中世の掘
立柱建物・柱穴・溝・土坑などを確認。

個人住宅

〔国庫補助事業〕

100ぜ

2

森北町遺跡

第22次調査
東灘区森北町 4丁 目82 神戸市教育委員会 浅谷誠吾 40だ 170209～

17 02 25
遺構面は 2面。室町時代の乱積式石組井戸 1基、
弥生時代後期の柱穴群・小溝群を確認。

個人住宅
〔国庫補助事業〕

40∬

3

森南町遺跡

第 3次調査
東灘区森南町 2丁目 神戸市教育委員会 関野 豊 75∬ 160713～

16 12 08

許1～33次調査。弥生時代後期・古墳時代後期・
鎌倉時代の溝・土坑・落ち込み・ ピット・流路
など、室町時代の井戸・ ピットなどを確認。

区画整理

135∬

4

本山北遺跡

第 3次調査
東灘区岡本 1丁 目134番
13

神戸市教育委員会 関野 豊 15∬ 170324～
17 03 27

擁壁部分を対象として調査実施。古墳時代前期

初の竪穴住居 2棟、溝・土坑などを確認。
共同住宅
〔国庫補助事業〕

15言

5

扁保曾塚古墳

第 2次調査
東leL区岡本 1丁目11114 神戸市教育委員会 関野 豊 20∬ 170315～

17 03 29
溝・土坑・ ピットなどを確認。溝内から古墳時

代前期の土器多量に出土。扁保曾塚古墳の前方

部端の周濠か。

個人住宅

〔国庫補助事業〕

20∬

6

住吉宮町遺跡 東灘区住吉宮町 3丁目107
-4

神戸市教育委員会 浅谷誠吾 20ピ 170127～
17 02 07

古墳時代後期の方形竪穴住居 1棟、掘立柱建物
2棟などを確認。

個人住宅

〔国庫補助事業〕

20∬

7

郡家遺跡

第76次調査

東灘区御影町御影字岸本 神戸市教育委員会 浅谷誠吾・

中居さやカ
20∬ 160405～
16 04 08

擁壁施工予定部分について調査実施。急峻な斜

面の下位のため、自然地形による落ち込みが確

認できたのみ。

区画整理

２
ｍ

8

郡家遺跡

第77次調査

東灘区御影町御影字城ノ

前1447番 の一部

神戸市教育委員会 阿部敬生 40ご 170207～
170218

工事影響深度まで調査実施。古墳時代後期のビッ
ト・土坑・溝の平面プランのみ検出。

個人住宅
〔国庫補助事業〕

″ｍ

9

日暮遺跡

第22次調査
中央区筒井町 3丁 目320
番

神戸市教育委員会 中居さやカ 60ポ 16 09 02-
16 09 09

奈良時代の東西方向の溝 1条、柱穴約50基 店舗・工場付住宅

〔国庫補助事業〕

２
ｎ

神戸臨港鉄道南本

町架道橋台跡
中央区脇浜海岸通 神戸市教育委員会 関野 豊・

橋詰清孝・

山本雅和

715∬ 160514～
16 07 02

第 1・ 第 2・ 第 3・ 第 4橋台の近代遺跡の範囲
確認調査。花商岩の隅石を配する煉瓦造橋台と

築堤。第 3橋台は一部埋設保存、第 4は現況埋
設保存。

区画整理

715ご

神戸臨港鉄道南本

町架道橋台跡

中央区脇浜海岸通 神戸市教育委員会 関野 豊 270言 170124～
17 02 21

第 1。 第 2橋台の調査。花商岩の隅石を配する
煉瓦造橋台。第 1・ 第 2橋台は記録保存、一部
モニュメントとして切り取り保存措置。

区画整理

540∬

神戸臨港鉄道小野

浜町下水道跡
中央区小野浜町 神戸市教育委員会 橋詰清孝 45∬ 160630～

16 07 12
花南岩の隅石を配する煉瓦造の下水道施設。明

治40年以前の施工と判明。一部移設保存。

道 路

45ポ

熊内遺跡

第 6次調査
中央区熊内橋通 5丁目399
番

神戸市教育委員会 中居さやか 150Hi 16 11 05-
161117

弥生時代後期のピット、並行する奈良時代の溝
2条などを確認。

共同住宅

〔国庫補助事業〕

150ぽ

楠・荒田町遺跡

第32次調査

中央区楠町 6丁 目822 神戸市教育委員会 浅谷誠吾 200ぜ 16 04 24～

16 05 31
第 1遺構面 (平安時代末)総柱掘立柱建物・柵
列・溝など、第 2遺構面 (弥生時代中期後半)
竪穴住居・方形周溝墓・土坑・落ち込みなどを

確認。

共同住宅

(国庫補助事業〕

400∬

楠・荒田町遺跡

第33次調査

兵庫区荒田町 1丁 目217 神戸市教育委員会 山日英正 53∬ 160902ヽ
16 09 06

時瑚不明の柱穴・ ビット・土坑を確認。 個人住宅

〔国庫補助事業〕

53∬

祗園遺跡

第11次調査
兵庫区上三条町 1丁目20 神戸市教育委員会 須藤 宏 ２

ｍ 160914～
16 10 01

弥生時代末と平安時代末の遺構面を確認。土坑・

柱穴などを確認。

商業ビル

〔国庫補助事業〕

80雷

祗園遺跡

第12次調査
兵庫区上祇園町35 神戸市教育委員会 須藤 宏 60ド 161124～

161210
弥生時代末の円形竪穴住居・土坑・溝など、平

安時代末遺構の柱穴・土坑・溝などを確認。

店舗・工場付住宅

〔国庫補助事業〕

95N

18

兵庫松本遺跡

第18次調査
兵庫区松本通 2丁 ロト 2
(松本地区21街区1符号 )

神戸市教育委員会 中居 さやか 30ド 160408-
16 04 15

弥生時代後期の流路・弥生時代末～古墳時代前

期のピット・落ち込みなどを確認。

個人住宅
〔国庫補助事業〕

60∬

-11-



平成16年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)2

遺 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者

調 査 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

19

兵庫松本遺跡

第19次調査
兵庫区松本通 2丁目 帥神戸市体育協会 安田 滋・

山口英正
220∬ 160407-
16 09 03

I区・ I区の調査。竪穴住居12棟、土坑、落ち
込み、溝など多数の遺構を確認。

区画整理

440∬

兵庫松本遺跡

第20次調査
兵庫区松本通 2丁ロト5、 3
1、 }2、 33、 1将各一部 (仮
換地 :神戸国際港都建設事
業松本地区外2街区1符号)

神戸市教育委員会 山口英正 1901ti 160615-
160903

弥生時代前期の流路、弥生時代末～古墳時代前
期の竪穴住居 8棟、平安時代後期～鎌倉時代前
半の水溜遺構を確認。

共同住宅

〔国庫補助事業〕

380∬

21

兵庫松本遺跡

第21次調査
兵庫区松本通 2丁ロト6、
1-7、  1-8、  辟 2、  3-3、  許
5(松本地区22街区か6)

神戸市教育委員会 山日英正・

中居さやか
90� 160720～
160820

弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居 6梼
(う ちSBl17ベ ッド状遺構上面か ら鉄鏃 )、 隅円
方形掘形の掘立柱建物などを確認。

共同住宅
〔国庫補助事業〕

180r

兵庫松本遺跡

第22次調査
兵庫区松本通 2丁目許 1、
3-2、 3-14、  3-15、  4-14
の各一部 (松本地区26
街区1符号ア、サ)

神戸市教育委員会 中居さやか 16だ 16 08 18-
16 08 26

第19次調査区より延びる竪穴住居 (SBl14)の
南西隅部、柱穴などを確認。

個人住宅
〔国庫補助事業〕

32ド

兵庫松本遺跡

第23次調査
兵庫区松本通2丁目10牛
3

神戸市教育委員会 阿部敬生 26∬ 17 02 21-
17 03 02

基礎杭部分のみ調査実施。弥生時代末～古墳時
代前期の竪穴住居・土坑・溝 。どット・落ち込
みなどを確認。さらに下層では弥生時代後期の

遺物包含層確認。

個人住宅

(国庫補助事業〕

52〆

兵庫津遺跡

第33次調査
兵庫区神明町 1番 14号 神戸市教育委員会 藤井太郎 320∬ 16 04 12-

160905
中世末の寺院倉1建前、江戸中期の墓地の改修、
幕末～明治の土地利用の様相が判明。わずかに

中世の遺構を確認。

寺院庫裏建設
〔国庫補助事業〕

640督

兵庫津遺跡

第34次調査
兵庫区本町 1丁目 神戸市教育委員会 須藤 宏 50冨 160719～

16 09 10
室町時代から江戸時代までの 5面の遺構面を確
認。町割が少なくとも室町時代まで遡ることを

確認。

遺跡整備
〔国庫補助事業〕

81冨

石峯寺坊跡

第 1次調査
北区淡河町神影字岩本98

番
神戸市教育委員会 須藤 宏 56∬ 160416-

160423
自然崩落復旧に伴 う調査。室町時代初めの礎石
を伴 う掘 り込みと岩本坊の造成・拡張を確認。

自然崩落復旧

〔国庫補助事業〕

80だ

27

野瀬遺跡

第 5次調査
北区淡河町野瀬 神戸市教育委員会 須藤 宏 300♂ 170111～

17 01 24
埋没谷を確認。 農業関係

〔国庫補助事業〕

300∬

淡河城跡

第 3次調査
北区淡河町淡河字上山 神戸市教育委員会 中谷 正 150∬ 170316～

17 03 80
本丸内の トレンチによる範囲確認調査。水溜 1

基、溝・ ビット・土坑などを確認。

遺跡整備
〔国庫補助事業〕

150ポ

小部北 ノ谷遺跡 北区鈴蘭台西町68電 神戸市教育委員会 前田住久 100∬ 1130～
12 08

防火水槽・ ポンプ室部分と雨落ち溝部分の調査。
18世紀中ごろの整地による建築時期を特定、

内田家住宅保存修
理

〔国庫補助事業〕
[00∬

御蔵遺跡

第54次調査
長岡区御蔵通 5丁目、 6
丁目

神戸市教育委員会 須藤 宏 110∬ 160727～
17 03 25

5牛 1～ 543次調査。5牛 1で は律令期の掘立柱建
物・土坑・溝を確認。5牛2では古墳時代後期の

上坑を確認。

区画整理

276∬

御蔵遺跡

第55次調査
長田区御蔵通 6丁目49 神戸市教育委員会 須藤 宏 40雷 170207～

17 02 28
中世・奈良～平安の遺構面と古墳時代後期の土
坑確認。さらに、下層に 2面の水田土壌確認。

店舗

〔国庫補助事業〕

165∬

松野遺跡

第39次調査
長田区松野通 4丁 目 神戸市教育委員会 中居 さやか 320∬ 16 07 07-

16 07 20
古墳時代後期の溝・落ち込み・ ビットなどを確
認。

区画整理

320∬

大橋町遺跡

第 1次調査
長田区大橋町 5丁目 餓神戸市体育協会 中谷 正 2600だ 160512～

161105
平安時代～鎌倉時代初めの井戸・ 区画溝を伴う

掘立柱建物で構成される集落跡を確認。古墳時

代後期の大溝。

区画整理

2,600∬

二乗町遺跡

第18次調査
長田区久保町 6丁目、二
棄町 6丁 目

側神戸市体育協会 黒田恭正 と,286だ 160409～
17 02 10

1併1～ 1許5次調査。18望では12世紀代の掘立柱
建物・井戸 。木棺墓・溝などを確認。

区画整理

と,286だ

戎町遺跡

第562次調査
須磨区寺田町 2丁目 神戸市教育委員会 中居さやか 75だ 160614～

16 06 28
弥生時代中期の竪穴住居・方形周溝墓の周溝を

確認。
区画整理

75言

戎町遺跡

第57次調査
須磨区寺田町 1丁 目55
街区 (ア )(イ )

神戸市教育委員会 中居さやか 76∬ 160506～
160512

弥生時代中期の方形周溝墓の周溝の一部、東西

方向の涛を確認。

暦舗・工場 f・l住宅

(国庫補助事業〕

76∬

-12-



平成16年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)3

遺 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者

調 査 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

37

戎町遺跡

第58次調査
須磨区寺田町 2丁目3、 4、
5、 78、 79、 80、 8と、82、 88、 84、

85の各一部 (鷹取東第二

地区6嗚街区1符号の1部 )

神戸市教育委員会 浅谷誠吾 20言 160802～
16 08 11

弥生時代中期の溝・土坑、鎌倉時代の溝・土坑・

落ち込みを確認。

個人住宅

〔国庫補助事業〕

40だ

戎町遺跡

第59次調査
須磨区戎町 3丁目 1番地 神戸市教育委員会 浅谷誠吾 130だ 16 08 21-

16 09 21
遺構面 4面を確認。弥生前期流路、時期不詳の
ビット群、弥生時代中期後半 (2面 )の 円形竪
穴住居・溝・土坑など。

商業ビル

〔国庫補助事業〕

390ポ

戎町遺跡

第60次調査
須磨区寺田町 1丁 目 4番
の一部

神戸市教育委員会 中居さやか 25言 16 11 22-
16 11 24

旧建物の撹乱が著 しく、周溝墓の一部と考えら

れる落ち込みを確認 したに留まる。

個人住宅
〔国庫補助事業〕

25濯

舞子砲台跡

第 4次調査
垂水区東舞子町20404 神戸市教育委員会 内藤俊哉 500∬ 1701 11-

170315
砲台跡左翼背面の石垣 (小日部・ シノギ角)を
確認。石垣の基底部には土台木と木杭列を確認。
砲台跡全体の規模が確定 し、構造の全容が判明。

遺跡整備
〔国庫補助事業〕

500∬

西区No 151遺跡
第 1次調査

西区枝吉4丁目90、 91、
92

神戸市教育委員会 中居さやか 34∬ 161013～
161022

第 1遺構面では土坑 8基、溝 3条、 ビット8基
を確認。第 2遺構面 (弥生時代後期)では落ち
込み (竪穴住居 ?)2基 、土坑 3基、 ビット3
基を確認。曙町遺跡の南端 ?

個人住宅

〔国庫補助事業〕

34∬

出合遺跡 西区平野町中津字門田、
黒本、厚張、平田、重長、
池ノ下、溝田、柳ヶ坪、
宮池

神戸市教育委員会 藤井太郎・

関野 豊
324∬ 161108～
17 03 02

圃場整備事業に伴 う81ヶ 所の試掘調査。弥生時
代中期・古墳時代後期・中世の遺構・遺物包含
層を広範囲で確認。

圃場整備
〔国庫補助事業〕

324ド

玉津田中遺跡 西区宮下 2丁目 7番5 神戸市教育委員会 中居さやカ 16だ 160706～
16 07 08

杭基礎部分のみの トレンチ調査。古墳H寺代後期 ?
のピット3基確認。

個人住宅
〔国庫補助事業〕

16〆

端谷城跡

第 5次調査
西区櫨谷町寺谷字北谷992
-10

神戸市教育委員会 黒田恭正 160∬ 170221～
17 03 29

辱列建物・礎石を確認。石敷上面か ら甲冑小木L

類が集中して出土。物見台裾では小溝確認。

遺跡整備
〔国庫補助事業〕

160∬

平成16年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (通常事業に伴う調査)1

Nα 遺 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者

調 査 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

1

西郷古酒蔵群
第 3次調査

灘区新在家南町 3丁目135
-1

神戸市教育委員会 関野 豊 500言 160826～
160930

江戸時代と明治時代に築造された 5組の重ね蔵
形式の酒蔵を確認。 (甲 蔵・ 乙蔵・西蔵・ 六邑

蔵 。東寂)

店舗

500ご

2

西求女塚古墳

第15次調査
灘区都通 3丁 目53番、36
番 4、 52番の一部

神戸市教育委員会 須藤 宏 100ご 160712～
160726

西求女塚古墳の周隆痕跡 ?と 古代の柱穴・土坑
等を確認。

商業 ビル

100♂

3

日暮遺跡

第23次調査
中央区東雲通 1丁 目365
1 他4筆

神戸市教育委員会 山本雅和 20言 161124～
161124

基礎杭施工部分のみ調査実施。鎌倉時代前半の

土坑・落ち込みを確認。

共同住宅

20∬

4

雲井遺跡

第18次調査
中央区雲井通 5丁目21 神戸市教育委員会 浅谷誠吾 100ご 160614～

16 06 18
基礎部分のみ発掘調査。弥生土器の小片が出土
したが、遺構は確認できていない。

店舗

100ポ

5

雲井遺跡

第19次調査
中央区旭通5丁 目337、
338

神戸市教育委員会 浅谷誠吾 60言 160706～
16 07 16

弥生時代前期の土坑、中期後半の方形周溝墓、

古墳時代後期の柱穴などを確認。

共同住宅

60∬

6

雲井遺跡

第20次調査
中央区琴ノ緒町 3丁目 神戸市教育委員会 丹治康明・

東喜代秀
570∬ 170324～
170331

重機掘削・遺構面検出作業のみ 共同住宅
H17年度に継続

570∬
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平成16年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表 (通常事業に伴う調査)2

llo 道 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者

調 査 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

7

兵庫松本西遺跡

第 1次調査
兵庫区松本通 3丁目2 神戸市教育委員会 内藤俊哉 50ド 160615～

16 06 21
時期不明の溝状遺構 1条確認。下層には縄文晩
期～弥生前期の堆積層あり。

公園造成

50∬

8

大開遺跡 兵庫区大開通 4丁目 (兵
庫大開小学校内)

神戸市教育委員会 浅谷誠吾・

内藤俊哉
35言 160722～
16 08 03

第 1遺構面では鎌倉時代の鋤溝、第 2遺構面で
は弥生時代前期前半の落ち込み・土坑を確認。
さらに下層は縄文時代晩期の流路あり。

雨水貯留槽

70だ

9

大開遺跡 兵庫区水木通 3丁目 4番
1、 4番 2

神戸市教育委員会 浅谷誠吾 90ド 161109～
161124

13世紀頃の落ち込み・溝を確認。上層では近世

鋤溝、下層では弥生時代前期の上壌化層も確認。

共同住宅

90雷

10

兵庫津遺跡

第35次調査

兵庫区切戸町620、 21、
22、 23

神戸市教育委員会 内藤俊哉 70N [61012～
161125

兵庫城関連遺構の発見。兵庫陣屋や勤番所の北

西隅に近い外側ラインの石垣を伴う堀と町屋跡

を確認。

病院棟増築

70言

11

兵庫津遺跡

第36次調査

兵庫区北逆瀬川町 4番 1 神戸市教育委員会 藤井太郎 800だ 170207～
170331

3面の遺構面を確認。中世末の溝・柱穴、江戸
時代の建物基壇・石垣、土坑、墓、鍛冶関連落

ち込みなどを確認。

共同住宅

2,400ド

上沢遺跡 兵庫区上沢通 8丁目10ト
11

神戸市教育委員会 浅谷誠吾 40ポ 161126～
16 12 09

4面の遺構面を確認。弥生時代末～古墳時代前
期初めの道物包含層、古墳H寺代前期の上坑・ ビッ

ト、古墳時代後期～平安時代の上坑・落ち込み、

鎌倉時代の上坑などを確認。

分譲住宅

125∬

八多中遺跡 北区八多町中字堂ノ元、

字池尻、字道ノ上
神戸市教育委員会 阿部敬生 380ぜ 161202～

161214
1～ 4区の トレンチ調査。中世の柱穴、ビット
を確認。

区画整理

330∬

14

野瀬遺跡

第 5次調査
北区淡河町野瀬 神戸市教育委員会 須藤 宏 2,350∬ 160401～

170128
4区で柱穴 。杭列・流路・溝などを確認。 農業関係

2,350雷

15

行幸町遺跡

第 5次調査
須磨区行幸町 3丁目 神戸市教育委員会 阿部敬生 1300∬ 160414～

161028
5次 1～ 5次 6調査。平安時代の掘立柱建物・土

坑・溝・井戸・ ピットなどを確認。

道路

1,300∬

飛松町遺跡

第 1次調査
須磨区飛松町 1丁目1番
12

神戸市教育委員会 関野 豊 330言 と61004^
161117

弥生中期～後期、平安後期く鎌倉の 3時期の遭
構を確認。柵列・溝・土坑・落ち込み・流路・

ビットなど。

共同住宅

380ぽ

17

寒鳳遺跡

第 9次調査
西区伊川谷町潤和字寒鳳
1747番 4、 1748番 1

神戸市教育委員会 阿部 功 150ド 170314～
17 03 30

古墳時代後期の溝・土坑・柱穴・ ビットを確認。 共同住宅

150∬

吉田南遺跡 西区森友 3丁目併2、 73、
12-32、  27

神戸市教育委員会 中居さやか 1,670ぽ 161214～
170331

弥生時代後期～古墳時代後期の竪穴住居・溝な

どを集中 して確認。

次年度に調査継続中。

店舗
H17年度に継続

1,670∬

出合遺跡

(出合城跡)

西区玉津町出合字辰間ケ

坪258番
神戸市教育委員会 丹治康明 96∬ 170214-

17 02 22
中世の溝・落ち込みなどを確認。 宅地造成

96∬

今津遺跡

第17次調査

西区玉津町今津字 神戸市教育委員会 須藤 宏 [2ポ 161018～
16 10 25

弥生時代後期の直径約 6mの 円形竪穴住居 (焼
失住居)、 古墳時代中期以降の溝・土坑などを

確認。

宅地造成

24ド

居住遺跡 西区玉津町小山字川端180
-1、 182-6

神戸市教育委員会 浅谷誠吾 40∬ 160706～
160716

古墳時代前期 (布留式期)の溝・土坑などを確
認。南半では下層の時期不詳の遺構面に落ち込

み確認。

店舗

40∬

玉津田中遺跡 西区平野町下村 神戸市教育委員会 浅谷誠吾 60ni 161014～
161025

中世～近世のビット・落ち込みを確認。 集落排水

60∬

-14-
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１
■

Ⅱ.震災復興調査の10年

は じめに

阪神 。淡路大震災からの復旧・復興事業も10年が経過し、復興土地区画整理地域でも住

宅の再建が進み、街は震災前と変わらないまでに復興してきた。震災直後から復興事業に

伴って事前に埋蔵文化財発掘調査を進め、その 5年目までの歩みについては、「復興調査

の 5年間を振り返って」 (『平成11年度神戸市埋蔵文化財年報』2002)の 中で紹介 した。ここでは

震災 6年目から、10年 目までのその後の状況について報告することにする。震災時の全国

の自治体からの発掘調査支援は平成 9年度まで、その後は兵庫県の単独支援が行われたが、

それも平成12年 3月 で打ち切られ、震災 6年目からは神戸市単独で取り組むことになった。

街中の復興事業も徐々にすすみ、 6年目からの発掘調査は、権利関係の調整で遅れが生じ

た兵庫区と長田区・須磨区内の土地区画整理事業地と再開発事業地が主な対象となった。

基本 方針 の適用修 了

平成12年 3月 まで延長された「阪神・淡路大震災の復旧・復興事業に伴う埋蔵文化財の

取り扱いに関する基本方針」の適用期間が切れ、埋蔵文化財の保護制度上、震災時の特例

は廃止された。それを受けて補助制度の適用対象も変更された。

震災直後、被災者への早期住宅供給を目的として、阪神淡路大震災の復旧・復興事業に

かかる住宅の建設には、補助金で発掘調査を実施してきたが、震災 6年目から適用節囲が

狭まり、被災者が行う被災建物の復旧・復興事業に対象が限定された。〒そのため震災後

に補助を受け、住宅建設 した事業者との平衡性を保つ観点から、平成14年 6月 から一定の

要件を備えた個人事業者と零細事業者には、発掘調査費用の負担を軽減する制度を設けた。

3.届 出件数 に見 るこの間の推移
震災 6年目にあたる平成12年度の文化財保護法第57条 2に基づく届出件数は、前年の平

成11年度から建築確認閲覧を開始したこともあり759件あった。その後は表にみるように

600～700件前後で推移している。事業原因をみると各年度とも届出件数の中で、全体の60

%前後を占めるのが個人住宅建設である。一方、ピーク時で116件を教えた発掘調査件数

は徐々に減少し、平成15年度には半数強の66件に減少、復興発掘調査件数もピーク時の89

件から平成16年度には40件に減少した。同様に復興調査面積も平成 8年度ピーク時の87,913

雷から平成16年度には11,747∬に減少した。これはとりも直さず土地区画整理事業などが

遅れている地区を除き、復興事業が順調に進んでいることを物語るものである。げ震災復

興土地区画整理事業は、 7地区 (森南地区・鷹取東第一地区。同第二地区・御管東地区・

同西地区・兵庫松本地区・新長田駅北地区)で、当初平成16年度末完工の予定であったが、

概ね 2年ほど延長されることになった。

4.平 成 12年度か ら16年度 までの復興調査事業の概要
震災直後、復興事業で発生が予想される発掘調査事業量を54haと 試算したが、そのう

ち復興事業で遺跡に影響が及ぶ部分を調査した。平成11年度までに約31ha、 平成16年度

までに約37haの調査を終えた。復興調査の試算面積は、面的造成を想定したものであり、

個々の住宅建設で調査が及ぶのはその 7割程度であることから、16年度末までに予想事業

2.
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量の 9割の発掘調査を終えたと認識している。発掘調査は年々小規模化 し、調査面積100

だ未満の事業が各年度 5割前後をしめる。これは復興調査の対象が個人住宅が主であった

ことと、工事により影響を受ける部分に限定されたことを示している。一方500∬以上の

事業は各年度15%程度に止まっている。費用の面からみると、この間の復興調査に要した

経費は、震災後 5年までが2,138,720千円、震災後 6年～10年までが592,032千 円、合計

2,730,752千円である。

平成12年度の復興事業にかかる発掘調査件数は全体で72件。そのうち個人住宅建設にか

かる調査は39件、復興土地区画整理事業地内の事業や再開発事業地内の発掘調査15件を含

め、被災地の復興にかかる調査が全体の75%を 占める。その他の主要な事業は街路事業 。

共同住宅建設に伴う発掘調査事業である。

平成13年度は全体の復興調査件数は51件、そのうち個人住宅建設23件、区画整理事業や

再開発事業などあわせて10件あり、被災地の復興にかかる調査が全体65%を 占める。その

他は街路事業と13年度から着手した遺跡保存目的の範囲確認調査などが含まれる。

平成14年度は全体の復興調査件数は57件、そのうち個人住宅17件、区画整理事業、再開

発事業あわせて16件、被災地の復興にかかる調査が全体の58%を 占める。その他は共同住

宅建設と保存目的の範囲確認調査などが増加している。

平成15年度は全体の復興調査件数は49件、そのうち個人住宅18件、区画整理事業、再開

発事業あわせて13件、被災地の復興にかかる調査が全体の63%を 占める。その他事業では、

共同住宅建設と保存目的の範囲確認調査などが増加している。

平成16年度は全体の復興調査件数40件、そのうち個人住宅13件、区画整理事業、再開発

事業あわせて12件、復興調査の割合は全体の63%を 占める。それ以外では、共同住宅・店

舗 。商業ビルの建設、保存目的の範囲確認調査などが顕署な増加を示している。

平成12年度～16年度の文化財保護法届出件数、発掘調査件数・面積の推移

届出辱声
~~―
―_=ヌ 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 計

法571届 出 2 1 2 0 0 5

法572届出 574 597 696 3,262

法573届出 刀
仕

法575,6 0 0 0 1 0 1

法582通知

開発事前審査等

試掘調査依頼 1,402

発掘調査件数

面積 (ポ ) 44,550 28,205 21,024 20,040 20,709 134,528

内

　

　

訳

復興調査件数

面積 (N)

И
仕

21,040 14,344 9,336 13,504 11,747 69,971

通常調査件数

面積 (r)

17

23,510 13,861 11,688 6.536 8,962 64,557
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5。 復興事業 に伴 う発掘調査成果 の公表 と公開

復興調査成果を広く市民・研究者に公表 。公開するため、遺跡現地公開と報道機関への

情報提供ならびに発掘調査報告書の刊行を行った。報告書は、各年度の埋蔵文化財年報を

含め、12年度10冊、13年度 6冊、14年度 8冊、15年度 8冊、16年度 6冊の合計38冊を刊

行した。この間の調査で注目を集め、遺跡公開あるいは情報提供した遺跡には以下のもの

がある。12年度 深江北町遺跡葦屋駅家・新方遺跡人骨着装指輪 13年度 真光寺旧境内・

住吉宮町遺跡葺き石をもつ方墳群 。西求女塚古墳撥形に開く前方部 14年度 兵庫津遺跡

柳原惣門 。小路大町遺跡の奈良時代馬鍬 15年度 舞子砲台・兵庫津遺跡大輪田泊 。御影

郷古酒蔵群・白水瓢塚古墳粘土郭など。

復興調査の成果を地域の市民に理解してもらうため、展示した例を紹介しておきたい。

まちかどギャラリーは兵庫津遺跡第15次調査の後、兵庫区七ノ宮町 2丁目の現地に建った

マンションの 1階ロビー内に開設された展示コーナーに、江戸時代の町屋の出土品37点 と

写真パネルを展示して、平成13年 6月 4日 にオープンした。15次調査の出土品をマンショ

ン住民はもとより地域の住民にも公開したいという開発者の申し出に協力したものである。

「アスタくにづか発掘展」は、平成16年 3月 6～ 14日 に新長田駅南再開発地区ビル内のア

スタくにづか 4番館ギャラリーで、中世の二葉町遺跡の出土品を公開した。

震災から10年を迎える平成17年 1月 に神戸市立博物館で「発掘された日本列島2004」 展

が開催され、その地域展「震災から10周年一発信する地域文化」では、被災市町が協力し

て、震災から10年で明らかになった地域の歴史を展示した。また展示に関連して博物館講

堂で講演会「震災後の遺跡調査と新たな町づくりJ(1月 16日 )と シンポジウム「震災が

明らかにした歴史」(1月 29日 )を開催した。

6.復 興事業 に伴 う隣接市支援

震災 5年目までの他府県並びに兵庫県からの発掘調査支援が打ち切られ、芦屋市では都

市計画道路山手幹線建設に伴う発掘調査事業に対応するため、調査支援を県に求めたが、

県の事業量増加で県から神戸市に芦屋市支援の話が持ちかけられた。神戸市では公共事業

も進捗 しつつあり、神戸市にとっても総延長600mの 山手幹線の全線開通は、阪神間の動

脈としては重要で不可欠との判断から、その復興事業を円滑に進めるために、路線内の発

掘調査を支援することになった。

支援に伴う文化財の取り扱い、出土品の帰属、調査報告書の刊行などの基本事項につい

ては、県と神戸市と芦屋市で協定書を交わし、地方自治法第252条 14～ 16の 自治体間の事

務の一部委託方式で支援を行うことにした。事業地内の調査対象遺跡は寺田遺跡、月若遺

跡、業平遺跡で、事業期間は平成12年度から平成16年度までの 5年、予定発掘調査面積は

14,500∬である。なお家屋の立ち退き等の遅れから、調査支援期間は 2年間延長された。

7.こ の間 の新 たな取 り組 み―史跡指定、保存 目的調査 と地域 との連携―

平成 6年 12月 の調査終了後、継続調査する予定であった西求女塚古墳は、震災で被災者

の避難場所になり調査再開は困難であったが、震災後 5年が過ぎて漸く条件も整い、平成

13年 2月 調査再開にこぎつけた。しかし地震後、空き地のまま放置されていた古墳南の工

場跡地は、飲食店に賃貸されることになり、古墳南裾を解明しようとした地震前の計画は
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変更を余儀なくされた。そこで公園内での解明に重点をおき、前方部が撥形に開くことな

どを突き止めた。平成14年 10月 には、西求女塚をめぐる考古学や自然科学の課題について

討議するためにシンポジウムを開催し、16年 3月 にその成果を反映した報告書を刊行した。

翌年、調査着手から20年を経て平成17年 3月 2日 に国史跡指定を受けた。また長年の懸案

であった白水瓢塚古墳の保存も主体部の確認調査で成果を上げ、事業者の理解も得て平成

16年 3月 9日 に県史跡指定を受けた。また、地域の史跡を残し活用しようという気運が生

まれ、端谷城。淡河城の環境整備を住民と行政が協働で取り組みを、遺跡内容把握のため

保存目的の調査を開始した。震災10年 目の平成17年 1月 29・ 20日 に神戸で国連防災世界会

議が開催された。防災で初めて文化遺産が取り上げられ「文化遺産を災害から守るために」

というテーマでユネスコ事務局長ほか講演会とシンポジウムが行われた。

8.こ の10年のあゆみを振 り返って一おわりに
震災から10年間の市内での発掘調査は総計970件、試掘調査は2,716件、その資料蓄積は

膨大なもので、市内の地下の埋蔵文化財包蔵状況がかなりの精度で押さえられた。またそ

のデーターは、開発指導の埋蔵文化財情報管理システム構築の基礎資料にもなった。今後

は埋蔵文化財ハザードマップの作成も視野に入れ、この蓄積資料を活かす必要がある。

震災で市民の意識も大きく変わり、大災害時に地域を守るのは地域社会であることが確

認された。埋蔵文化財調査で明らかになった先人の歴史が、住民が地域に誇りと愛着を持っ

て住み続ける自信を与えたことも理解された。地域の減災・復興に、地域文化を共有する

住民の力が大切だと認識されたが、震災で確認された個人が大切にされる地域社会の形成

に、文化財を通して学ぶ文化力がその土台となることを力説して結びとしたい。

注

1 震災復興土地区画整理事業仮換地進捗率 (平成16年 9月末現在)
森南地区90%・ 鷹取東第一地区100%。 同第二地区89%・ 御管東地区100%。 同西地区99%。 兵庫松本区97

%。 新長田駅北地区86%
2 平成12年度～16年度の復興補助金  (単位 千円)

3 地域住民と行政が、共に地域に残る史跡を地域おこしに活かそうとした取り組みは、渡辺伸行・橋詰清孝
「史跡を地域に活かす一神戸市戦国期の山城環境整備事例一」『遺跡学研究』第 1号 2004 参照。

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 合  計

168,660 138,690 109,182 91,942 83,558 592,032

Hg.15 まちかどギャラリー Π916 震災10周年シンポジウム

一-24-一



1.は じめに

1 森北町遺跡 第21次調査

Ⅲ.平成16年度の復興事業に伴う発掘調査

1.森北町遺跡 第21次調査

六甲山南麓の斜面地に立地する遺跡、特に弥生時代の遺跡は東から東山・森奥
。坂下山・

森北町・金鳥山・保久良神社・荒神山・赤塚山と古くから数多くが知られている。一方、

厚く堆積 した洪水砂に覆われる郡家 。住吉宮町 。本山など平野部の遺跡についても近年そ

の内容がかなり明らかになってきている。森北町遺跡は六甲山南麓、東の芦屋川・西の高

橋川にはさまれる傾斜地に立地し、南の平地への傾斜変換点付近には出口遺跡が隣接する。

森北町 。出国の両遺跡は内容が共通し、同一の集落遺跡であると把握される。森北町遺

跡は、1964年にその存在が確認された遺跡で、これまでの調査により弥生時代・古墳時代・

飛鳥時代・平安時代などの遺構 。遺物が確認されている。とりわけ、ここからは中国製鏡・

銅鐸 。国内の他地域から搬入された古式土師器・陶質土器
。初期須恵器などが出土してお

り、これらから弥生時代から古墳時代にかけて当地は他地域との交流の拠点となり、宝器

あるいは貴重な文物を所有しうる有力な集団の居住していたことが推測される。出口遺跡

の第 5次調査においては古墳時代末期に仏教にともなって日本に移入された銅銃の破片が

出土しており、この時期に至っても有力集団が当地に居住していた可能性を示す。

調査の結果、 2枚の遺構面が確認された。

5a層下面で検出される遺構面。掘立柱建物・柱穴 。溝 。鋤溝・土坑等が検出された。

2.

fig 17

調査地位置図

1:2′ 500

調査の概要

第 1遺構面

中世の遺構面。

掘立柱建物 調査区全域で柱穴多数が確認された。これまでに建物として把握できたものが 2な いし

3棟ある。柱穴は径30～ 40c14のプラン円形のもので比較的小規模な建物と思われる。主軸

はほぼ南北ラインに合致するものと東に傾くものと2種がある。

鋤溝    鋤溝と溝は北西―南東のラインで併行するものがある。地形に沿う区画溝と鋤溝と考え

られる。

移
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溝

3。 ま と

第 2遺構面  5b層下面で検出される遺構面。弥生時代末ころの遺構面。柱穴・溝・竪穴住居状の遺
構が検出された。

S B04 調査区の南東で検出された遺構。東西行する溝が隅円状に屈曲し、その南側が住居址状

に一段下がる。住居址と確定できないが、そうであれば東西 6m以上のプラン隅円方形の

竪穴住居となる。調査区南端で床面がさらに一段下がる。住居址だとすれば北の溝とこの

段の間がいわゆるベッド状遺構となるかもしれない。

S B04の埋没後、縦横に溝が掘削される。性格不明。

め  第 2遺構面で確認された弥生時代末の遺構・遺物は周囲で確認されている状況と共通す

る。しかし、これまでの森北町遺跡・出国遺跡の調査では、多く斜面地末端の比較的低い

地点において古代 。中世の遺構が確認され、標高の高い地点にはこの時期の遺構は稀薄で

あった。今回の調査により高位地区においても中世の遺構がまとまって存在することを確

認できたのは新しい矢日見となる。

閑 Om

西壁

la 現表土
lb 盛土
2a   十日表土
2a-2床土
3a 責灰色砂質シル ト
3a-2床土

0            3m

4a 黄灰色砂質シル ト
4a-2床土
5a 黄灰色砂質シル ト
5b 黄灰色砂質シル ト
6a 掲灰色砂質シル ト 弥生土器多く含む
6b 掲灰色砂質シル ト

莉g.18 調査区平面図・断面図

¬g.19 第 2遺構面全景
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1. はじbに

fig.20

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

出上遺物

第 1遺構面

S E101

2 森北町遺跡 第22次調査

2.森北町遺跡 第22次調査

森北町遺跡は、六甲山南麓の丘陵裾部～段丘部分に位置している。遺跡の周囲には高橋

川、要玄寺川等が南流している。弥生後期～古墳時代後期の集落を主として、奈良時代前

期、平安時代末～中世前期と中世後期の集落も確認できる、複合遺跡である。

調査地は遺跡の北端部に位置し、地形的には丘陵裾部となる。

iif甘
浮「
脈ヽ

今回は個人住宅の建設に伴い、遺跡が破壊される地下駐車場の建設予定部分に限り、調

査を実施している。

基本層序は表土、淡黄褐色砂質土、灰黄褐色砂質土、灰褐色砂質土 (中世後期洪水砂)、

淡黒褐色砂質土 (中世前期遺物包含層)、 暗褐色砂質土 (弥生後期遺物包含層、上面が第

1遺構面)、 暗黄褐色砂質土 (上面が第 2遺構面、弥生土器を含む)、 暗灰色大礫混じり砂

質土 (無遺物)、 淡灰褐色砂質土 (無遺物)、 黄灰褐色砂質土 (無遺物)、 黄褐色砂質土

(無遺物)、 以下は工事影響深度より下層となる為、未調査となる。

遺構は第 1遺構面から中世後期の井戸が確認された他、第 2遺構面から弥生後期の柱穴

や小溝が確認されている。第 2遺構面より上層で中世前期遺物包含層が確認されているが、

中世前期の遺構は検出されなかった。また、第 2遺構面より下層でも弥生土器 (細かな時

期は不明)が出土しているが、遺構は検出されなかった。

遺物は、灰褐色砂質土から中世後期の土器 (備前焼の悟鉢等)が出土したほか淡黒褐色

砂質土から中世前期の上器 (須恵器、土師器、白磁)が出土し、暗褐色砂質土から弥生後

期の上器が出土している。また、暗黄褐色砂質土から時期不明の弥生土器が出土している。

遺構内では、第 1遺構面の井戸から中世後期と考えられる備前焼の悟鉢片や土師器片が

出土した他、第 2遺構面の柱穴や小溝から弥生後期の土器片が出上している。

上面を中世後期の決水砂で覆われている遺構面で、井戸を 1基検出した。

調査区の北端から検出した、乱積式石組井戸である。井戸の北半は調査区外へと続く。

また工事の影響深度の関係で、地表面 -70c14ま での調査で、下層は地下保存としている。

井戸の掘形は、ほぼ円形であり径約2.2mを 測る。井戸の石組内は径約1.4mで あり、深

-27-



第 2遺構面

柱穴群

小溝群

3。 ま と め

さ約70cmま で調査している。石組みは 4段を確認している。

遺物は井戸本体の内部から備前焼の悟鉢片が出土 しており、中世後期に機能していた事

が判る。井戸の掘り方からは遺物は出土していない。

遺構内の遺物から、弥生後期と判る遺構面である。小溝と柱穴を多数検出している。柱

穴は10基以上を検出したが、建物や柵列等の並びは確認できなかった。

幅約18～ 35cmで、深さ約20～ 60cmを測る柱穴である。弥生後期土器の細片が少量出上し

ている。調査区の全体から検出され、建物や柵列としての纏まりは確認できなかった。

幅約18～ 90cmで、深さ約10～25cmを測る小溝である。弥生後期の土器が、比較的多く出

上している。

南北方向と、それに直交する東西方向の溝がある。ただし、この溝群の機能的な性格に

ついては、不明である。

中世後期では、井戸が検出された事実から、周囲に集落が存在することが確認できた。

過去、森北町遺跡では第12次調査で中世後期の土坑等が確認されているが、今回の第22次

調査地とは位置的に離れている。これ以外の調査では中世後期の遺構は確認されておらず

集落の範囲や規模等詳細は不明である。

また中世前期では、遺物包含層が確認されているものの遺構は確認されなかった。ただ

し、遺物量は比較的多く今回の第22次調査の近辺も含め、遺跡の広範囲にわたって平安時

代末～中世前期にかけての集落の存在を追認することとなった。

弥生後期には、柱穴群と小溝群が確認されている。森北町遺跡は弥生後期～古墳時代前

期にかけて、周囲の中核的集落となっている。第22次調査の西に接した第21次調査で竪穴

住居が確認されている事も含め、周囲には集落の主体となる部分が存在している事実は明

らかである。

―
＝
く
―
―
す
―

1吊

ｏ
ご
く
∞
＝
井

E

1 表土
2淡茶掲色砂質土
3灰茶掲色砂質土
4灰掲色砂質土 (中世後期洪水砂 )
5灰掲色大礫混じり砂質土 (SE01)
6暗褐色砂質土 (弥生後期遺物包合層)
7暗茶掲色砂質土 (SD204)
8淡黄掲色砂質土
9暗灰色大礫混じり砂質土
10淡灰帽色砂質土
11 黄灰褐色砂質土
12責掲色砂質土

0       3m

●921 調査区平面図・ 断面図

―-28-―



1.は じめに

fig 22

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

した。以下それぞれの調査について記述していくこととする。

第 3-1次 調査
3ヶ 所の調査区のうちの中央で、概ね「 L」 字形をした調査区である。

星おCE i¶     ととデ I【                _

3 森南町遺跡 第 3次調査

3.森南町遺跡 第 3次調査

森南町遺跡は六甲山系南麓の沖積地に立地する遺跡である。周辺には規模の大きな河川

はほとんどなく、小河川である高橋川が遺跡西端を区切るように位置している。また周辺

の地形観察から遺跡の北側には段丘崖が想定され、それより北側は森北町遺跡が立地する

段丘面となる。

この遺跡は、平成13年度に土地区画整理事業に伴って発見された新しい遺跡である。平

成14・ 15年度に JRの南側に沿って街路築造部分の発掘調査が実施され、室町時代頃と弥

生時代後期の遺構や遺物が確認されている。

今回の調査も復興土地区画整理事業に伴うもので、調査地点は第 1・ 2次調査の街路に

南隣する街区の南辺である。
i8.9
/｀  ゝ ヽ

ヽノ

p
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／
①
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i923 調査区配置図

―-29-―

I  I 獲



基本層序

S D01

Hg 24 第 3-1次
調査区全景

上から順に現代盛土、既存石垣裏込、宅地化直前の耕作上、地山と続く。遺構面は地山

の上面で、溝 1条・土坑 1基 。旧河道 1条・ ピット1基を検出した。

調査区の東辺で検出した南北方向の溝である。溝の北端と東肩は調査区外に続き、南端

は既存の石垣で破壊されているため全長と幅は不明であるが、長さ1.6m以上、幅0,7m以

上である。底には起伏があり、深さ25～ 40cmである。断面は逆台形で、埋土は上から順に

茶灰色礫混じり上、茶灰色粘質土、茶灰色粘質上、灰色粘質土、茶灰色粘質土である。遺

爪 、

略

爪 ｀

あ  ¬g25

-30-
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H300m

l 現代盛土
2敷地南端石垣裏込
3茶灰色土 (宅地化直前耕作土)
4淡責灰色粘質土 (地山)
5灰色礫混じり粘質 (地山)
6淡掲灰色～淡青灰色砂質土～砂礫 (地山)
7淡青灰色砂質土 (地山)
① 茶灰色礫混じり上 (SD01)
② 茶灰色粘質土 (SD01)
③ 茶灰色粕質土 (SD01)
④ 灰色粘質土 (SD01)

⑤ 茶灰色粘質土 (SD01)

第3-1次 調査区平面図・断面図



S K01

3 森南町遺跡 第 3次調査

物は土師器が微量と、鉄滓が 1点出土した。土師器は細片ではあるが中世頃のものである。

調査区の西辺東寄で検出した大きな方形の土坑である。東側は調査区外に続くため全体

の規模は不明であるが、南北長3.6m、 東西幅0.6m以上である。周囲からはほぼ垂直に掘

り込まれるが、底面は平坦である。また底面の周囲には約50cm間隔で杭が打ち込まれてお

り、使用されていた時点では周囲に板が杭で留められていたと推定できる。上面が現代盛

上で覆われているため削平されている可能性が高いが、深さは現状で約65cmである。埋土

は上から順に黄茶色シルト、灰黄色シル ト、淡茶色シルト、灰色砂混じリシルトで、遺物

は土師器・陶磁器・瓦が出上した。形状や出土遺物、上面に耕作土が遺存していなかった

ことから江戸時代頃の建物内部の床下収納施設であると考えられる。

調査区の南西隅で検出した旧河道である。北東側の肩を検出したのみで長さや幅は不明

であるが、現状で5.2m以上、幅1.8m以上である。断面は浅い鉢状で、深さ約80cmである。

埋土は上から順に黄茶色砂混じリシル ト、灰色シルト～砂、白褐色砂と続く。遺物は弥生

時代後期の土器が少量出土 した。平成15年度の街区部分の調査でも弥生時代の旧河道を検

出しており、その南側延長部分の可能性がある。

調査区北西隅で検出したピットである。東側の一部が調査区外に続くが、長径約20cm、

短径約15cm、 深さ約20cnlである。断面は「 U」 字形、埋土は淡灰色シル トで、遺物は出土

しなかった。

今回の発掘調査では北側の街路部分の調査と異なり、遺構面が一面 しか確認されなかっ

た。後世の削平によって同一面化しているものと考えられる。

S R01

2次調査

3ヶ 所の調査区のうちの東側であるが、既設のた壁による撹乱で破壊されているため遺

構面の遺存状況が極めて悪かった。またさらに東側隣接地も当初は発掘調査対象地点であっ

S P01

小結

第 3-

/蛛
―

‐

が が
0                     5m

0                    5m

1 現代盛土・掲乱 5暗茶灰色礫混じり粘質土 (遺物包含層)
2暗灰責色土 (宅地化直前耕作土)  6淡 責橙色～淡青灰色粘質土 (地山)
3責茶色土 (旧耕作土)
4灰茶色土 (旧耕作土 )

Hg.26 第 3-2次 調査区平面図・断面図

① 暗茶灰色粘質 (SX01)
② 暗灰色礫混じり粘質土 (SX01)
③ 晴灰色礫混じり上 (SX01)

拠 鑑団 乱
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ng 27 第 3-2次
調査区全景

基本層序

S E01

S P01

S P02

S P03

たが、既存の充壁や駐車場のため遺構面が全く遺存していなかった。

上から順に現代盛上、宅地化直前の耕作上、旧耕作土が 2層、遺構面基盤層、地山と続

く。遺構は地山の上面で検出したが、北壁の土層観察では井戸のみ 1層上の遺構面基盤層

から掘り込まれていたことが判明した。従って遺構面としては 2面存在していたことにな

る。井戸 1基・落ち込み 1基・ ピット7基を検出した。またこの遺構面基盤層は本来なら

ば遺物包含層になるものであるが、今回の調査において、遺物は出土しなかった。

調査区の北辺東寄で検出した井戸で、これのみ 1層上の遺構面基盤層から掘り込まれて

いた。北側は調査区外に続き、南側は撹乱で破壊されているため幅約0.4mを検出したの

みである。従って井戸の平面形状は不明であるが、埋土から側材であったと可能性がある

人頭大程の石材が多量に含まれていたため、本来は直径2.lmの 石組井戸が崩されたもの

と考えられる。深さ約100cIIま で検出したが、それ以下は工事影響深度以上となるため掘

削を終了した。埋土は上から順に暗灰色粘質土、暗灰色礫混じり土である。遺物は土師器

が微量出土したのみであるが、石組の井戸であること、 1層上から掘り込まれていること、

北側の街路部分の調査成果から判断して室町時代頃と考えられる。

調査区の北西隅で検出した円形のピットで、直径約35cm、 深さ約 5 cmである。断面は浅

い皿状で、埋土は褐灰色粘質土、遺物は出土しなかった。

調査区の南西隅で検出した円形のピットである。南側が撹乱で破壊されているため全体

の規模は不明であるが、直径約70cm、 深さ約20cmである。断面は椀状で、埋土は淡褐灰色

粘質上、遺物は弥生土器が微量出土した。

調査区の南辺で検出した方形のピットである。南側が撹乱で破壊されているため全体の

規模は不明であるが、一辺約75cm、 深さ約20cmである。断面は椀状で、埋土は灰褐色礫混

じり上、遺物は土師器が微量出土した。

調査区の北辺西寄で検出した円形のピットで、長径約20cm、 短径約15c14、 深さ約10cmでS P04
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第 1遺構面

基本層序

S D101

S E101

東壁

S

3 森南町遺跡 第 3次調査

ある。断面は椀状で、埋土は暗茶灰色粘質土、遺物は出土しなかった。

調査区の西寄で検出した円形のピットで、直径約20cm、 深さ約20cnlである。断面は「 U」

字形で、埋土は暗褐灰色粘質土、遺物は出土しなかった。

調査区の中央西寄で検出した円形のピットで、直径約20cm、 深さ約 5 cmである。断面は

皿状で、埋土は暗褐灰色粘質土、遺物は出土しなかった。

調査区の北辺中央で検出した楕円形のピットである。北端の一部が調査区外に続くが、

長径約60c14、 短径約35cm、 深さ約15claで ある。断面は椀状で、埋土は灰色砂質土、遺物は

出土しなかった。

調査区の北西隅で検出した浅い落ち込みである。一部分を検出したのみであるため全体

の規模は不明であるが、長さ0.9m以上である。深さ約 5 cmで あるが、底面の lヶ 所には

さらに約 5 cm深 くなる部分がある。埋土は暗茶灰色粘質上で、遺物は出土しなかった。

遺構面の遺存状況が極めて悪かったため、調査中に壁面で確認したものではあるが、今

回の発掘調査では室町時代頃の遺構面と弥生時代頃の遺構面の二面を確認することができ

た。このことは北側の街路部分の調査と同様で、 3-1次調査とは異なり後世の削平を免

れていたことが明らかとなった。

3ヶ 所の調査区のうちの西側で、長方形の調査区である。掘削土置き場の関係上から東

西に三分割し、反転して調査を実施した。

基盤層である遺物包含層の出土遺物から室町時代頃と考えられる遺構面で、溝 1条
。井

戸 1基・土坑 1基・ ピット3基を検出した。

上から順に現代盛土、宅地化直前の耕作土、遺物包含層、地山と続く。第 1遺構面は遺

物包含層の上面、第 2遺構面は地山の上面である。

調査区の西辺で検出した南北方向の溝である。溝の北端は調査区外に続き、南端は既存

の石垣で破壊されているため全長は不明であるが、長さ6.5m以上、幅0.6～0,9mで ある。

方向が南端で少 し西に振っている。深さは約40cmで あるが、南端近くで急に底が深くなっ

ており、その部分の深さは60cmである。断面は逆台形～「 U」 字形で、埋土は場所によつ

て少し異なるが、灰色系の砂混じり粘土～砂礫である。遺物は土師器の他に江戸時代頃の

陶磁器が出土したため、第 1遺構面で検出したが、さらに上層から掘り込まれていた可能

性が高い。

調査区の西端北寄で検出した井戸で、これのみ 1層上の旧耕作土上から掘り込まれてい

た。平面形は楕円形で、長径1.8m、 短径1.6mである。深さは約120cmで、埋土は上から

順に淡褐色砂、淡黄茶色粘質土、淡灰色微砂、淡灰色粘質土、灰色礫混じリシルトである。

1 現代盛土・攪乱          ⑤ 暗茶灰色上十淡茶灰色砂質土
2淡茶灰色粘質土 (宅地化直前耕作土)⑥ 淡茶灰色砂 (SR201)
3淡茶灰色土 (遺物包含層)    ⑦ 暗茶灰色粕質土 (SR201)

'      3淡

茶灰色土 (遺物包含層)    ⑦ 暗茶灰色粕質土 (SR201)

'      4淡
掲灰色砂礫 (地山)      ③ 淡茶灰色粗砂 (SR201)

_    5淡 茶褐色土 (地山)       ③ 淡茶灰色粗砂 (SR201)
12 00m   ① 灰色砂混じり粘土 (SD101)    ⑩ 淡灰色砂質土 (SR201)

② 淡褐灰色土 (SD201)       ① 暗灰色粘質土 (SR201)
③ 淡責灰色微秒十淡褐色砂 (SD201)⑫ 灰色粗砂 (SR201)

9           ,m④ 淡掲灰色土 (SD201)

(SR201)

″

Πg 28 第 3-3次 調査区断面図
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S K101

S P101

S P102

S P103

第 2遺構面

S D201

S K201

S R201

井戸枠は存在しなかったが、掘り込まれた当初から素掘りであったのか、枠材が抜き取ら

れたのかは判別できなかった。遺物は出上しなかったが、 1層上から掘り込まれているこ

とから江戸時代頃と考えられる。

調査区の東辺北寄で検出した少し角張った円形の土坑である。直径0,7m、 深さ約25cm、

断面は浅い「 U」 字形である。埋土は黄橙色粘質土混じり淡掲灰色土で、遺物は出土しな

かった。

調査区の西辺南寄で検出した楕円形のピットである。東側の一部が溝 S D 101で切られ

ているが、長径約40cm、 短径約30c14、 深さ約20cmで ある。断面は最深部が丸く窪んだ椀状

で、底が埋土は上から順に淡灰茶色砂質土、淡褐灰色粘質土、灰色砂質上、遺物は土師器

が微量出土した。

調査区の西辺中央で検出した円形のピットである。東側の一部が溝 S D 101で切られて

いるが、直径約30cm、 深さ約 5 cmである。断面は皿状で、埋土は暗茶灰色砂質上で、遺物

は出土しなかった。

調査区の北東隅で検出した円形のピットである。直径約20cm、 深さ約15cmで ある。断面

は深い椀状で、埋土は黄橙色粘質土混じり淡褐灰色土、遺物は出土しなかった。

鎌倉時代、古墳時代後期、弥生時代後期の溝 1条・土坑 1基 。旧河道 2条 。落ち込み 1

基・ ピット5基を検出した。

調査区の南半で検出した東西方向の溝である。溝の西端は調査区外に続き、東端は落ち

込み S X201で 切られているため全長は不明であるが、長さ3.8m以上、幅0.9～ 1.3mで あ

る。深さ約35cmで、断面は浅い皿状であるが、西壁付近では南寄の底がさらに一段深くなっ

ている。埋土は上から順に淡褐灰色土、淡黄灰色微砂と淡褐色砂の混和したもの、淡褐灰

色上で、遺物は弥生土器が微量出上した。

調査区の中央西寄で検出した楕円形の上坑である。北側の一部が井戸 S E101で 破壊さ

れているが、長径2.lm、 短径1.5mで ある。断面は浅い椀状であるが底部には幅10～20cm

の分岐した小溝が数条あって起伏に富み、中央部での深さは約40cmである。埋土は場所や

底部の小溝部分によって少し異なるが、茶灰色系の粘質上である。形状から樹株を掘り起

こした土坑で、小溝は根の深い部分であると考えられる。遺物は弥生土器が出土した他、

結晶片岩が 1点出土した。

調査区の北西隅で検出した旧河道である。調査区外に続くため長さは不明であるが、現

状で3.7m以上、幅1.7m以上である。底部には起伏があり、深さは60～ 70cnlである。埋土

は場所によってかなり差異があるが、上部から中部が茶灰色系の粘質土～砂礫、下部が灰

色系の粘質土～砂である。遺物は弥生土器が少量出土した。平成15年度の街区部分の調査

でも弥生時代の旧河道を検出しており、 3-1次調査で検出した旧河道同様、南側延長部

分の可能性がある。

調査区の東辺で検出した旧河道である。西側の極めて一部の肩を検出したのみで正確な

規模は不明であるが、現状で3.3m以上、幅03m以上である。深さは40cm以上で、埋土は

淡灰褐色粗砂である。遺物は須恵器・丹波焼が出土したため、鎌倉時代頃の旧河道である

と考えられる。

S R202
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S X201  調査区の東辺で検出した落ち込みである。東側が旧河道 S R201で、南側が撹乱で破壊

されているため全体の規模は不明であるが、現状で南北長3.8m以上、東西幅2.Om以上で

ある。底部には場所により起伏があるが、深さは最深部で深さ約50cmである。埋土は上か

ら順に淡灰茶色土、淡灰茶色土粘質土、淡褐灰色粘質土で、遺物は弥生土器・須恵器が出

土した。

S P201  調査区の中央北寄で検出した方形のピットである。一辺約20cm、 深さ約10cmで ある。断

面は逆台形で、埋土は淡茶褐色砂質土、遺物は出土しなかった。

S P202  調査区の東半北寄で検出した―ヶ所が尖った楕円形のピットである。長径約30c14、 短径

約20cm、 深さ約 5 cmである。断面は浅い皿状で、埋土は淡灰色土、遺物は弥生土器が微量

出土した。

S P203  調査区の東半北寄で検出した楕円形のピットである。長径約20cm、 短径約15cm、 深さ約

5 cmである。断面は浅い皿状で、埋土は淡灰茶色砂質土、遺物は出土しなかった。

S P204  調査区の東半北寄で検出した楕円形のピットである。南東側の一部が土坑 S K101で破

壊されているが、長径約30c14、 短径約20cm、 深さ約 5 cmである。断面は浅い皿状で、埋土

は淡黄茶色砂質土、遺物は出土しなかった。

S P205  調査区の東半北寄で検出した隅丸三角形のピットである。長さ約40cm、 幅約20cm、 深さ

約15cmで ある。断面は「 V」 字形で、埋土は白黄色土混じり淡褐灰色砂質土、遺物は出土

しなかった。

小結     今回の発掘調査では室町時代頃の遺構面と、鎌倉時代 。古墳時代後期・弥生時代後期が

同一面化 した遺構面の二面を確認した。遺構もかなり密な状態で検出したが、北側ほど遺

構面までの深度が浅いため、周辺一帯では後世の削平をかなり受けている場所も多いもの

と推定できる。

/／

＼

9             ♀m

Hg.29 第3-3次 調査区平面図

＼＼/
9               ,m
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調査区全景

3。 ま と め  森南町遺跡はこれまでの調査によって弥生時代後期・室町時代の二つの遺構面を持つ遺

跡であることが解明されている。今回の調査地点は第 1・ 2次調査が実施された街路部分

の南隣街区南辺で、調査前には二つの遺構面が続いていることが予想されていた。調査の

結果、後世の耕作等で削平されて同一面化した調査地点もあったものの、第 1・ 2次調査

同様に室町時代頃と弥生時代後期の二つの遺構面が確認された。

第 1遺構面で検出した遺構からは遺物がほとんど出土しなかったため、上層もしくは下

層の旧耕作土から出土した遺物等から室町時代と推定されるものではあったが、井戸とピッ

トが検出された。さらに上層から掘り込まれていた可能性もあるが、江戸時代頃の土坑と

溝も検出された。従って調査地点の周辺には当該時期の遺構がさらに存在するものと考え

られる。

第 2遺構面は弥生時代後期の遺構面と考えられていたが、他に鎌倉時代と古墳時代後期

の遺構も検出された。第 1・ 2次調査では南方は当時の湿地もしくは耕作地が広がってい

ると考えられていたが、調査の結果掘立柱建物や竪穴住居といった居住に伴う遺構は検出

されなかったものの比較的密に遺構が検出されたため、湿地もしくは耕作地はもう少し南

方になることが確認された。

現在の国道 2号線付近には縄文海進で形成された海蝕崖が埋没していると想定されてい

るが、縄文海進の時期以降では 2号線以南は確実に湿地もしくは耕作地であったことが阪

神淡路大震災での建造物の被害の分布状況や周辺での埋蔵文化財の発掘調査成果から明ら

かである。森南町周辺ではまだ当時の耕作地が確認されたことはなく、また今回の発掘調

査でも良好な遺構が検出されたのではないが、少なくとももう少し南のほうへ遺跡が広が

る可能性は考慮しておく必要があろう。
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1.は じめに

fig.31

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

S B01

4 本山北遺跡 第 3次調査

4.本山北遺跡 第 3次調査

本山北遣跡は、六甲山系南麓の扇状地扇端部付近に立地する遺跡である。遺跡の所在す

る一帯は阪急岡本駅前でもあることから市街地化が早くから進行していたが、平成 3年度

に駅前至近地のテナントビル新築に伴う試掘調査で始めて遺跡の存在が判明した。遺跡は

発見の契機となった事例も含めて過去 2回発掘調査が実施され、これまでに古墳時代前期

の竪穴住居群と鎌倉時代の木棺墓が確認されている。しかし既に市街地化がかなり進行 し

ているため、発掘調査の機会が得られないまま遺跡が消滅してしまった場所も相当多いと

考えられ、まだ詳細な状況が判明していない遺跡でもある。

す =~‐ ‐
~イ

ピ

駆
苫f珪益坐

詳細な層序は、上から順に現代の盛上、宅地化直前の耕作土が 2層、床上、遺物包含層、

地山と続く。遺構は地山の上面で検出した。

遺構は竪穴住居 2棟、溝 1条、土坑 1基を検出した。

調査区北辺で検出した方形の竪穴住居である。住居南辺を幅0.4～0,7m検出したのみで

大半が調査区外に続くため規模は不明であるが、現状で一辺5.7m以上である。深さは15

～20cmであるが、調査区東端では床面が少し上方に傾斜しているため住居の隅が近いと考

えられる。周壁溝は検出されなかったが、調査区北辺中央で幅1.Om、 床面からの深さ30

cnIの貯蔵穴と考えられる土坑が検出された。土坑の北半は調査区外に続いている。埋土は

住居本体が暗茶褐色礫混じり粘質土、土坑が上から順に暗茶色礫混じり粘質上、茶色粘質

上である。遺物は古墳時代初頭の上師器が多く出土した。

調査区南東で検出した方形の竪穴住居である。住居北西部分を検出したのみで大半が調

査区外に続くため規模は不明であるが、現状で一辺4.5m以上である。深さは約35cmで あ

るが、西側には中央部より5～ 10cm高 い屋内高床部がある。周壁溝はこの高床部から北側

S B02
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の壁下を巡る状態で検出され、幅は約03mである。埋土は住居本体が上から順に暗茶灰

色礫混じり粘質土、暗茶灰色礫 。炭混じり粘質土、周壁溝が暗茶灰色炭混じり粘質上であ

る。遺物は古墳時代初頭の土師器が多く出土したが、高床部からの出土量は少なかった。

S D01   調査区西側で検出した溝である。竪穴住居 S B01と S B02に 切られる状態で検出された

ためわずかしか遺存 していなかった。現状で長さ1.2m、 幅09mである。断面は椀状で、

深さは約20cmである。埋土は茶灰色粘質上で、古墳時代初頭の上師器が出上した。

S K01   調査区の西端で検出した不整形な土坑である。西端が調査区外に続くため全体の規模は

不明であるが、現状で長さ13mで ある。断面は深い椀状で、深さは約40cmである。埋土

は暗灰茶色粘質上で、古墳時代初頭の土師器が少量出土 した。

3。 ま と め  狭い面積の発掘調査ではあったが古墳時代初頭の竪穴住居が 2棟検出され、他に溝と土

坑も検出された。本山北遺跡の過去の発掘調査でも同じ時期の竪穴住居が検出されている

が、今回も竪穴住居が検出されたため、調査地点一帯はやはり集落の中心部分であると考

えられる。現状では遺跡の南端は今回の調査地点の南隣の道路までとなっているが、さら

に南側に拡がることが考えられる。また周辺の地形を観察しても現状の遺跡範囲の東西両

端を超えて微高地が続いていくことから、遺跡の東西両端も南端同様に拡大する可能性が

高い。市街地化が早くに進行していた場所での調査ではあるが、調査事例を積み重ねるこ

とによって遺跡の実態を解明し、また境界を確定していく作業が必要であろう。その意味

からも今回の調査成果は大きいものと言えよう。

翻則敷地け↓界れ慕 G営解¶則滸耳Lll)

Hg.32 調査区平面図

W

ド
~~     1     /

Hg 33 調査区全景

1 近現代盛土
2灰色粘質土 (宅地化直前耕作土)
3淡灰色粘質土 (宅地化直前耕作土)
4灰褐色粘質土 (床土)
5茶灰色砂質上 (遺物包合層)
6暗黄茶色礫混じり粘質土 (地山)
① 暗茶褐色礫混じり粘質土 (SB01)
② 暗茶色礫混じり粘質土 (SB01土 坑)
③ 茶色粕質土 (SB01土 坑)
④ 暗茶灰色礫混じり粕質土 (SB02)

⑤ 暗茶灰色礫・炭混じり粘質土 (SB02)
⑥ 暗茶灰色炭混じり粘質土 (SB02周壁溝)

2900m                ~

0___す___す_一―す―――す―――fm

■9.34 調査区断面図
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1.は じめに

fig.35

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

S D01

5 扁保曾塚古墳 第 2次調査

5。 扁保曾塚古墳 第 2次調査

扁保曾 (ヘ ボソ)塚古墳は、六甲山系南麓の扇状地扇端部付近に立地する古墳である。

古墳は主軸が西北西方向の全長60m以上、後円部径30m以上の前方後円墳で、主体部は割

石積の竪穴式石椰である。現在、三角縁神獣鏡を含む青銅鏡 6面・石釧 2個・勾玉 2個 。

棗玉 1個・管玉13個 。小玉121個 。土器片 1点が東京国立博物館に収蔵されている。

墳丘には葺石が施されていたようであるが、埴輪は樹立されていなかったようである。

これらの内容から古墳が築造された時期は前期の早い段階と考えられている。墳丘は、古

墳の北側から見るとすっかり削平されているようであるが、後円部南側の痕跡として古墳

の南側には現在も高さ約3.5mの 敷地の段差が残っている。

平成 6年度に今回の対象地の南側20mで民間の調査団が発掘調査を実施しており、古墳

時代中期の掘立柱建物群と弥生時代中期の土器棺が検出されている。また、平成 7年度に

は古墳の北側くびれ部付近で個人住宅の新築計画が立てられ、事前に試掘調査を実施した

結果、墳丘盛土と葺石が確認されている。
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発掘調査はまだ幾分は盛土が少ない敷地の南辺に東西長約10m、 南北幅約 2mの調査区

を設定した。なお遺構等の掘削は基本的に工事掘削深度までの調査にとどめた。

上から順に現代の盛土、宅地化直前の耕作土、洪水堆積土上に施された床土、洪水堆積

土が 2層、旧耕作上、旧床土が 2層、遺構面基盤層と続く。遺構面は、暗茶灰色礫混じり

砂質上の上面であるが、平成 6年度の南側至近地での調査ではもう 1層下の暗灰黄色砂質

土上を遺構面としていたようである。

遺構は溝 1条・土坑 2基 。ピット2基を検出したが、 S D01の一部分を除いて掘削して

いない。また 1層下の暗灰黄色砂質土上で自然流路と考えられる集石部分を 2条検出した。

調査区東端で検出した溝である。西側の肩部を検出したのみで大半が調査区外に続くた

め長さと幅は不明である。南壁沿いの部分のみを掘削した結果、底部も調査区を越えて東

方へ緩やかに傾斜していくために深さは不明であるが、現状では約40cmである。埋土は上
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から順に茶灰色砂質土、暗茶灰色粘質土で、中から4世紀後半頃と考えられる土師器が大

量に出土した。須恵器は全く出土しなかった。

調査区の西寄で検出した、ややいびつな円形の土坑である。直径60～ 70clllで、検出した

部分の埋土は灰色上である。

調査区の中央西寄で検出した楕円形の土坑である。長径90cm、 短径40cmで、検出した部

分の埋土は灰色土である。

調査区の南西隅で検出した円形のピットである。直径20cnlで、検出した部分の埋土は淡

灰色砂質上である。

S P02   調査区の東寄で検出した円形のピットで、溝 S D01が埋まった上から掘り込まれている。

直径20cmで、検出した部分の埋土は淡灰黄色粘質上である。

自然流路  調査区の西寄りと中央で検出した集石部分である。掘削土置き場の関係上から調査区が

限定されたため、同一の流路が分岐しているかどうかは不明である。平成 6年度の南側至

近地での調査でも自然流路が数条検出されている。これらも底まで掘削したわけではない

が、調査区中央で検出した自然流路からは弥生土器が 1点出土した。

3。 ま と め  調査区の面積に制約はあるが、調査区の東端で古墳時代前期の溝を検出し、中から土師

器が大量に出土した。 しかも溝は、調査区を越えて東方の前方部墳丘推定部分へ緩やかな

傾斜で続いている。扁保曾塚古墳は、古墳時代前期の早い頃の時期が想定されているが、

今回出土した土師器は4世紀後半頃と考えられるものである。土器は溝の底から出土した

のではなく、埋土全体に含まれている状態であった。従って溝が埋るまでの時間幅を考え

ると、溝が掘削されて機能していた時期は古墳が構築された時期と一致する可能性がある。

この溝が古墳の周濠になるかどうかは古墳の前方部端の位置を確定する必要があるが、そ

の可能性を十分に考慮しておく必要があろう。

S K01

S K02

S P01

―――――― ―――現況盛上高 1攪乱 (近現代盛土)

W   ::燈量築屋落督三準挟目冦瞥室☆揉.)
4黄灰色微砂 (洪水層)
5淡責掲色シル ト (洪水層)
6掲灰色砂質土 (旧耕作土)

_  7暗 黄掲色～茶掲色礫混じり粘質土 (旧床土)
2650m 8暗責褐色粘質土 (旧床土)

E
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9暗茶灰色礫混じり砂質土 (遺構面基盤層)
10暗灰責色砂質土 (遺橋面基盤層)
11灰茶色砂質土 (遺構面基盤層)
12灰色砂礫 (自然流路)
13暗灰色砂礫 (自然流路)
① 茶灰色砂質土 (SD01)
② 暗茶灰色粘質土 (SD01)

Ｓ Ｋ０

０

●936 調査区平面図・断面図
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6 住吉宮町遺跡 第39次調査

6.住吉宮町遺跡 第39次調査

住吉宮町遺跡は、住吉川等により形成された扇状地端部に位置している。遺跡の時期は、

弥生時代中期から近世まで幅広く確認されている。とくに古墳時代後期の埋没した古墳群

と集落や、奈良時代の集落等が注目される。

調査地は、遺跡の南半中央部に位置しているが、この付近はあまり調査が実施されていな

い場所である。そのため、住吉宮町遺跡のなかにありながら周囲の状況は漠然としている。

1.は じめに

fig.37

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

S B01

をデ革
／

ノ

ヽ

／

／

／
　
　
　
、、
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今回の調査は、遺跡の破壊されるGL-2.Omま での調査を実施している。

基本層序は、表土、旧表上、黄褐色細砂～中砂 (決水砂)、 淡灰色細砂～中砂 (洪水砂)、

灰褐色細砂～中砂 (洪水砂)、 灰色細砂～中砂 (土壌化層)、 淡黒灰色砂質土 (古墳時代後

期遺物包含層)、 暗黄灰色砂質土 (決水砂、上面が遺構面となる)、 淡灰褐色細砂～中砂

(洪水砂)、 黒灰色砂質土 (土壌化層、無遺物)、 暗黄褐色細砂～中砂 (洪水砂)と続く。

さらに下層については、遺構と遺物が存在する可能性はあるものの、工事の影響深度

(GL-2.Om)の関係から調査を実施していない。

遺構は暗黄褐色砂質土遺構面から、古墳時代後期の竪穴住居の他、掘立柱建物を伴う柱

穴と杭痕を多数確認している。遺物は淡黒灰色砂質土遺物包含層と遺構内から、古墳時代

後期 (6世紀頃)の須恵器と土師器が出土している。

調査区の西端で検出した、方形の竪穴住居である。東西約1.lm以上×南北約3.Om以上

で、深さ約20cmを測る。掘立柱建物の S B02と S B03に 削平されており、それより古い事

実が判る。ただし、遺物から時期差は確認されていない。

この S B02と S B03以外の柱穴は2ヵ 所で確認されているが、これについても竪穴住居

(S B01)に伴うかどうか、半J断はできていない。周壁溝も確認できなかった。

竪穴住居の埋土から、古墳時代後期 (6世紀頃)の須恵器と土師器が細片で出土している。

東西方向に 3間並ぶ柱列が確認されており、掘立柱建物だと考える。南北方向の並びは

確認できず、調査区外の北側へ続くのであろう。

建物方位は座標北から、東へ約70° 振っている。柱穴は径約30～ 40clnで、深さ約10～36

S B02
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S B03

杭痕

3.ま と め

とi峯≧         /
3 攪舌し                     

｀`｀

4攪乱
5灰掲色砂質土 (旧表土)
6責掲色中砂～粗砂 (洪水砂)
7淡灰色細砂～中砂 (洪水砂)
8灰掲色細砂～中砂 (洪水砂)
9灰色細砂～中砂 (土壊化層)
10淡黒灰掲色砂質土      ＼＼

(古墳時代後期遺物包含層)
11黒灰掲色砂質土 (SBol)

権 量優握目懲憂圭 悠認 1 /
14暗掲色細砂～極細砂 (ビ ット)
15黒灰色砂質土 (SBo2)
16暗灰色砂質土 (洪水砂か ?)
17暗責灰色秒質土 (洪水砂)
18淡灰掲色細砂～極細砂 (洪水砂)
19黒灰色砂質土 (土壊化層)
20暗責掲色細砂～粗砂 (洪水砂 )

tu00 6ト

cmを測る。 S P04に は柱痕が残っており、径約22cmを 測る。柱間は約1.3～ 1.5mで ある。

遺物は古墳時代後期の須恵器と土師器が細片で出上している。

東西方向に 2間並ぶ柱列が確認されており、掘立柱建物だと考える。南北方向の並びは

確認できず、調査区外の北側へ続くのであろう。この S B03は S B02に 削平されており、

より古い事実が判る。ただし、遺物からS B02と S B03に 時期差は確認できていない。ま

た、 S B02と S B03は ほぼ重複して建っており、建替えの可含静l■が高い。

建物方位は座標北から、東へ約74° 振っている。柱穴は径約34～ 52cmで、深さ約34～ 40

cmを測る。 S P01に は柱痕跡が残っており、径約24cmを測る。柱間は約1.5mで ある。

遺物は古墳時代後期の須恵器と土師器が細片で出土している。

調査区の全面から確認されている。特に杭痕 1で は杭自体が遺存しており、遺構面から

深さ約60cmま で、打ち込まれていた。

古墳時代後期の遺構面で検出され、埋土も柱穴と同一ではあるが、杭という遺構の性格

上、どの時代の面から打ち込まれているか不確定である。そのため、古墳時代後期の遺構

である可能性はもちろん存在するものの、現段階において時期の判断は控えておきたい。

今回の調査は狭い範囲での調査であったが、竪穴住居 1棟と掘立柱建物の建替で 2棟が

確認されている。ただし、今回掘立柱建物とした遺構については、東西方向の柱列の並び

を検出しただけであり、南北方向の並びは確認されておらず、柵列である可能性は残る。

調査地付近は、近隣での調査が未だ少ない地域であり、遺跡内での周囲の状況は不明な部

分が多かった。しかし今回の調査成果をみると全体に遺構の密度は濃く、集落の主体となる

部分を調査した可能性が高い。本調査の北東に位置する第25次調査地においても古墳時代後

期の掘立柱建物が確認されており、周囲に同時期の集落が広がっている状況が想定できよう。

/
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0            3m

調査区全景

⑨55⑤と置
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1.は じめに

fig 40

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

検出遺構

7 郡家遺跡 第77次調査

7.郡家遺跡 第77次調査

郡家遣跡は、東灘区御影町郡家、御影、御影中町を中心として東西約800m、 南北約500

mの範囲に広がる、弥生時代から中世にかけての複合遺跡である。この遺跡は、天神川に

よって形成された扇状地上に立地している。これまでに70回以上の調査が実施されてきて

おり、以前から摂津国菟原郡衡の推定地の一つと考えられている。

今回の調査は、城ノ前地区に位置する。城ノ前地区においてはこれまでに約40回の調査

を実施してきており、今回の調査地の隣接地における調査でも、弥生時代後期の集石墓や

古墳時代後期の煙道をもつ竪穴住居などの遺構や、水晶製と考えられる算盤玉などの遺物

が検出されており、弥生時代後期や古墳時代後期の集落域を示す重要な成果が得られてい

る。

今回の調査は、個人住宅建設に伴うもので工事によって埋蔵文化財が影響を受ける部分

の約40雷 について実施した。

調査の結果、現地表 (調査区の北側を基準)下約1.7～ 1,9mで、淡茶灰色細砂あるいは

(暗)褐灰色砂質土を基盤層とする遺構面を主に調査区西半部で確認 し、 ピット、土坑、

溝などの遺構を検出した。

この遺構面検出レベルは、ほぼ工事影響深度であるため遺構の掘削は行わず遺構の平面

プラン検出に止めた。遺構の時期は、遺物包含層及び遺構検出中に出上した遺物から古墳

時代後期 (6世紀後半頃)と考えられるが、詳細については整理作業の進展を待って検討

を加えたい。

調査区東半部については、工事影響深度においてはほぼ全面が遺物包含層あるいは遺構

埋土と考えられる土層が広がっている。この部分が竪穴住居などの遺構にあたっているの
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か、あるいは遺物包含層の途中段階のものであるのかは掘削を行っていないため断定でき

ない。

また、前述のように調査区南端部の幅80cmについては工事影響深度が遺構面検出レベル

よりも深いため、南西隅、南端中央、南東隅の 3ヶ 所で断ち割りを行った。その結果、こ

の範囲については、現存する擁壁及びその背面の撹乱部分にあたっており、既に埋蔵文化

財が失われていたことが判明したため、全体の掘削は行わなかった。

3。 ま と め  今回の調査は、工事影響範囲及び深度までに止めたため、遺構の掘削は実施 しなかった

が、古墳時代後期と考えられる遺構面を確認した。

このことは、隣接地での既往の調査成果とも合致するもので、当該期の集落域が当調査

地にも広がっていることが明かとなった。

Hg,41 調査区平面図
0                           5m

l青灰色砂質土 (旧耕土)
2灰色ンル ト混じり細砂 (旧耕土)
3灰色～灰 (責 )色細砂 (旧耕土)
4灰 (黄 )色細砂 (旧耕土)
5灰黄色細砂 (旧耕■)
6黄灰色細砂混じリシル ト (旧床土)
7黄褐色～淡掲灰色粘質砂
8暗責掲色粘質砂
9(暗)黄褐色粘質砂
10暗掲色粘性砂質土
11茶掲色砂質土
12晴褐灰色粘性砂質土 (炭混じり)
13.皓灰掲色～暗掲灰色砂質土 (遺物包含層か)
14黒掲色粘質砂 (炭混じり)(遺物包合層か)
15暗褐 (灰 )色砂質土 (遺構埋土)
16(暗)掲灰色砂質土 (遺構面基盤層)
17淡茶灰色細砂 (遺構面基盤層)

●g.42 調査区断面図
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1.は じめに

fig 43

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

S D01

柱穴

配

8 日暮遺跡 第22次調査

8。 日暮遺跡 第22次調査

日暮遺跡は、六甲山南麓の沖積地末端、生田川左岸に位置する。昭和61年に遺跡の存在

が確認されてから、これまで21次におよぶ調査から古墳時代の竪穴住居、平安時代の掘立

柱建物等の遺構が多数検出されている。

〉＼

慰

坊

2 ′Ⅲク

ね

今回の調査は、共同住宅建設に伴う発掘調査である。残土置き場確保のため、

‐6 3

/すが竜
調査区を

2回にわけて調査を実施している。

上層より、淡灰色砂質土 (旧耕土)、 茶褐色砂質土 (マ ンガンを含む)、 黒褐色砂質土

(遺構面)である。調査区の東半は、黒褐色砂質上の上面に灰褐色砂質土層が確認される。

遺構は、溝 1条、柱穴約50基を検出した。北から南への傾斜とともに、西から東へ傾斜

しているため、西側の遺構の残存状況は悪かった。

調査区の南端に東西方向の溝を検出した。深さ02m、 幅は調査区外へ広がるものの約

0.8mと 推測される。奈良時代の遣物が出土 している。調査区の南40mに は、溝と並行し

て西国街道が通っていたことから、道路に伴う側溝の可能性も考えられる。

50基程度を検出した。直径20～ 50cm、 深さ10～40cmと 、かなりばらつきがみられる。ま

た埋土は、灰褐色系と暗灰色系のものが確認できた。

遺物がほとんど出土していないために時期は不明であるが、 S D01を 切っているものと

切られているものがあるため、柱穴の時期は少なくとも2時期あると考えられる。

今回の調査は、面積がさほど広くないため、調査区内で完結する建物を検出することは

できなかったが、柱穴を多数検出した。

また、調査区に並行して東西方向の溝 S D01を検出した。調査の段階で、時期の判明し

た遺構はS D01の みであるが、他の遺構の時期については、遺物の整理が進んだ段階で改

めて言及したい。

3.ま と め

―-45-一
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fig 44

調査区全景

/

¬g.45 調査区平面図

1 盛土・攪乱 5黒 褐色砂質土 (遺構面 )
2淡灰色砂質土 (日耕土)   6黒 色砂質土
3茶掲色砂質土 (マンガンを含む)7掲 灰色砂質土
4灰褐色砂質土 8黄灰色石混じり砂質土

/

0                     5m

／

／

Hg.47 S D01出土遺物実測図

◎ 粋 拳
③

ng 46 調査区南壁断面模式図
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1.は じめに

fig 48

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

確認調査

9 神戸臨港鉄道南本町架道橋台跡 第 1次調査

神戸臨港鉄道南本町架道橋台跡 第 1次調査

神戸臨港鉄道は明治40年の竣工以後、近代神戸港の建設と発展に寄与し、また国際都市

神戸への発展の原動力となった鉄道である。後に国鉄に売却されて臨港線として使用され

ていたが、平成15年■月、98年間にわたる海陸連絡輸送の使命を終え廃線となった。その

軌道敷内は稼動中の補強・改修が何度も繰り返され、築造董初の明治時代末期の遺構は築

堤内に埋没していた。そして現在は区画整理事業などの用地再活用によって旧神戸港駅及

びその他の一部は撤去が進みつつある。

監形仏＼t▼/式で髯ノ.た
平成16年 4月 、日本貨物鉄道株式会社から更地化を進めている神戸臨港線の敷地内から

煉瓦造りの橋台が出土したとの連絡があり、協議の結果、平成16年 5月 より南本町架道橋

4基の確認調査を実施した。また第 1。 2架道橋台 (以下、橋台)については現状保存が

不可能と判断されたため、平成17年 1月 より発掘調査を実施することとなった。

調査の結果、神戸臨港鉄道建設当初 (明治36年着工、明治40年竣工)の煉瓦造りの重力

式架道橋で、当時の石敷きの道路 (第 4架道橋)やその側溝が良好に遺存していることが

明らかとなった。また橋台に使用された煉瓦の刻印からも明治40年までに築造されたもの

であることが裏付けられた。

検出された 4基の橋台は、鉄道を交差する道路の両脇に煉瓦で組み上げた橋台で、 2基

1対で橋梁を架けた重力式の架道橋であることが明らかとなった。架道橋に架かる橋桁は

既に失われていたが、これに伴う道路も検出され、石組み溝やモルタル造の側溝が検出さ

れたが、第 2橋台では側溝は検出されなかった。

架道橋台の躯体全体の形状は、『コ』の字状に煉瓦を組み上げている。道路に面する両

ノ//′  3  7

躯体の構造
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橋桁受部

橋台天場

隅石

fi9 49

第 1橋台 (東 )

立面図

端には、長方形に加工した花南岩切石を交互に積み上げた隅石がある。

煉瓦はイギリス積みで、端部に煉瓦を半裁した羊羹を使用する部分 (側面)と煉瓦の小

口面を使用する部分 (道路側 。正面)がある。また、道路に面する煉瓦には、光沢のある

赤褐色の焼過煉瓦が使用されている。築堤内に収まる背面や基礎部分には、比較的低温で

焼かれた赤橙色の煉瓦が使用されている。

橋台の規模は、第 2・ 4橋台が幅6.75mと ほぼ同一規格であるが、第 1橋台は、7.2m

である。

橋台高は最も東に位置する第 1架道橋が5.6m(道路面からの高さ)最 も高 く、神戸港

駅に近づく (西方)ほ ど低くなっている。 (第 2架道橋高 :49m・ 第 4架道橋高 :3.6m)

主桁を受ける橋桁受部には、主桁の載る桁座部分に花南岩の切石 (床石)が はめ込まれ

ている。築造当初の桁座部が残る第 4架道橋では 4個の花南岩切石の床石が存在する。床

石は左右一対で一組となり、その間隔から幅1.7mの橋桁が 2基架かっていたことが窺える。

第 1橋台は、東方 (灘駅方面)に向かい北東に軌道を向ける変換地点で、列車が緩やか

にカーブする地点であるため、橋台の天場の煉瓦を斜方向に積み上げ、主桁との接合部に

かかる列車の荷重を分散させる工夫が見られる。

橋台の両端には、対物による衝撃からの保護と強化、および構造物としての外観を引き

締める役割を果たす隅石がある。隅石は、長方形の花南岩切石を交互に組み合わせたもの

で、隅石と隅石との間に煉瓦が 5段挟まる。

第 2か ら第 4橋台は隅石端部の角度が直角に仕上げられる (本角)が、第 1橋台では南

側の隅石は鋭角 (槍角)に、北側の隅石は鈍角に仕上げられ (菱角)、 これに沿って煉瓦

も積み上げられている。

E

100m

-48-



9 神戸臨港鉄道南本町架道橋台跡 第 1次調査

600m

Ｎ

　

　

一

Ｅ

　

　

一

●g50 第 1橋台 (西) 平面図・立面図

9             やm

●g51 第 1橋台南側石垣 立面図

W
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使用煉瓦 煉瓦の規格は、若千の誤差はあるものの概ね長辺約22cm、 短辺10.5cm、 高さ5.5cmで、

『◇』や『×』の刻印があり、前者は貝塚煉瓦株式会社のもので、同社は、明治40年 に大

阪窯業株式会社に合併している。このことからこの煉瓦を使用して橋台は、明治40年以前

の築造であることが窺える。

基礎部の構造 躯体の荷重を地盤に伝達し支える基礎部の構造は、地盤上に直に躯体を載せる直接基礎

か、杭によって支える杭基礎なのかは、安全上の問題で明らかにすることはできなかった

が、第 1橋台の下部構造について確認した。

500m

Ｗ

　

　

一

Ｎ

　

　

一

Ｓ

　

　

一

Ｗ

　

　

一

●952 第 2橋台 (東) 平面図・立面図
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9 神戸臨港鉄道南本町架道橋台跡 第 1次調査

0                   5m

0             3m

¬g.53 第 2橋台 (西) 平面図・立面図

W

o            3m

ig,54 第 2橋台南側石垣 立面図
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第 1橋台の基礎下部構造は、花南岩の切石を 2段に布積みに組み上げており、その上に

煉瓦を積み上げている。花南岩切石の底面は、標高0.5～ lmで、砂地に接 しており、湧

水が激しい。

築堤部の構造 灘駅から神戸港駅間の大半は、盛上による堤を築き高架化している。この築堤が最も良

好に遺存しているのは第 4架道橋の部分で、橋台の北側に沿って花南岩の切石を布積みし

た翼壁 (ウ イング・袖壁)が築かれ、築堤盛上の土留めを行っている。

一―＼500m

9                     ,m

Hg.55 第4橋台 平面図・立面図

一-52-
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9 神戸臨港鉄道南本町架道橋台跡 第 1次調査

築堤盛土は、砂層をベースに、上部をよく締まった粘土で覆われている。今回の調査で

は、北半部について確認したが翼壁の形態と築堤盛上の構築上の堆積状況から台形状の築

堤であったことが窺える。

道路      架道橋に伴う道路は、第 1～第 3架道橋では、アスファルト舗装であり、部分的にモル

タルによる補修が認められた。

道路側溝

第 4架道橋での道路は、長辺約60cm、 短辺約30cmの長方形の花南岩切石を敷き詰めた石

敷きの道路で、後世の埋設管敷設に伴い部分的に石を取り除かれた部分があり、アスファ

ルトやモルタルで補修が行われている。

第 1架道橋では、コンクリート製、第 3架道橋では、石組み石張りの溝、第 4架道橋は、

石組みで溝底はモルタル張りの溝であった。

第 2橋台には、道路側溝がなかったが、これは架道橋が完成後、道路が敷設されなかっ

たためであると考えられる。

南本町 (脇浜)第 1・ 2橋台については、解体撤去に先立って下部基礎構造を解明する

ために 1月 より発掘調査を実施することとなった。また実際には下部の基礎部分が現存す

る図面以上に深く構築されていたため、土留め支保工の安全上から第 1・ 2橋台の橋台南

北両側面については基礎部分の最下部までの調査は実施できなかった。

本調査

第 1架道橋台 第 1橋台では以下の各項目の内容が明らかとなった。

隅石     本調査によって西側橋台の隅石の段数は18段であることが明らかとなった。 しかし主桁
を受ける橋桁受部はコンクリート製に改修されているが、本来は第 4架道橋がそうであっ

たように主桁の載る桁座部分に花南岩の切石 (床石)が はめ込まれ、その外狽1に隅石が存

在していたと推定できる。従って構築当初の隅石は19段であり、また隅石 1段当たり煉瓦

が 5段積まれているため、桁座部分までは煉瓦が95段であったことになる。

基礎部分   基礎部分はヨンクリートを厚く流し込んだ後、花南岩の間知石を 3段積み上げたものあ

る。コンクリートの厚さは東側では約70cm、 西側では約60cm、 間知石の高さは平均36cmで

ある。間知石とコンクリート、間知石と間知石とはモルタルの目地で接着されており、そ

の厚さを加えると基礎の深さは東側で約1,9m、 西側で約18mで ある。構築当時の状況を

想定すると、当時の地表面から地面を大きく掘り込んでコンクリートを流し込み、その上

に間知石を積み上げたことになる。従って基礎部分の周囲には掘形が本来遺存しているは

ずである。実際に掘削の際には約10cmの幅でコンクリートの外側に掘形が観察された部分

も存在したが、掘形の遺存状況が極めて悪かったこと、解体工事と並行して調査が進めら

れたことから掘り込み面を検出して掘形の深さを確定することはできなかった。

コンクリー ト コンクリートの周囲には厚さ約 2 calの松材と推定される板材が型枠として使用されてい

た。板材は杭もしくは小さな板材で端や継ぎ目が固定されていたが、杭や小さな板材の中

には釘で型枠本体と固定されていたものもあった。また杭や小さな板材は型枠の外側、即

ち掘形側で型枠を固定していたものが多かったが、中には型枠の内側で固定していたもの

もあった。また西側橋台背面の「凹」の字状の部分には型枠の外側に線刻が 2条刻まれて

いたが、複数の板材にまたがって刻まれていないため製材のときの線刻である可能性が考

えられるものの線刻の意味は不明である。
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間知石

コンクリート本体には骨材の

砂利が多い部分や少ない部分が

入り混じっており、中には砂利

が多すぎて固化せずに剥落して

いる部分もあった。コンクリー

トは現在のようにミキサー車で

運ばれたものではなく、当然す

ぐ近くの場所で練り上げられた

ものであろう。従ってその際砂

利の混合比率が多すぎたためか、

手練のために十分に混合 してい

なかったと考えられる。また橋

台の前面部分にはコンクリート

を流し込んだ際の土圧で、型枠

が掘形側に膨れて変形 している

部分もあった。

間知石積の下段はコンクリー

トの端から20～ 40cm内側に控え

て積み上げられている。中段と

上段の石積は橋台の前面と両側

面は下段から約15cmずつ内側に

控 え られて、背面 は控 えず にす  Hg.57第 1橋台 (西)背面根石積

ぐ真上に積み上げられている。その際に前面 。両側面・背面全ての面で上下の段の目地が

通らないようにずらされている。積み上げにはモルタルが使用されているが、橋台の完成

後には石積は道路面下に完全に埋没してしまうためかあまり丁寧には施工されておらず、

モルタルが間知石の表面にはみ出している部分がかなり多かった。また間知石には矢穴が

遺存しているものもあったが、矢穴は全て幅約 4 cmの小さなものである。第 1橋台西側の

背面北側外面の間知石は上中段各 1石ずつ脱落しており、また背面南側外面の間知石には

縦目地に大きな隙間が生 じていた。

煉瓦積控え幅 橋台本体の煉瓦は上段の間知石積の上にモルタルロ地を塗り、その上から積み上げられ

ている。積み上げ位置は橋台の前面と両側面は間知石端から約15calずつ内側に控えられて

いるが、背面では場所によって控えの幅はまちまちである。背面の外面は一部控えて積み

上げられている場所があるが基本的には控えずにすぐ真上に積み上げている。背面の「凹」

の字状の部分は 5～20cmの 幅で控えて積み上げられているが、各面の幅は全く揃っていな

い。これは間知石積と同様の意識が働いたもので、橋台背面は軌道敷の築堤完成後には土

中に埋没するため、控えの幅を厳密に揃えるようには意識されなかったと考えられる。

煉瓦積面   確認調査で橋台の煉瓦積は所謂イギリス積であることが判明していたが、通常のイギリ
ス積と異なる点は前面が長手の段は両側面も長手の段、前面が小国の段は両側面も小日の

ng.56 第 1橋台 (西)前面根石積
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9 神戸臨港鉄道南本町架道橋台跡 第 1次調査

fig.58

第 1橋台全景

段となっている点で、このため橋台の角や隅の部分では小割した煉瓦や七五の煉瓦を嵌め

込んで調節 し、煉瓦の向きを変えて積んでいる。しかし橋台背面の間知石積との控えの幅

が一致していないことと同様に、橋台背面部分の煉瓦は軌道敷の築堤完成後には土中に埋

没するためあまり厳密には詰まれていなかったようで、長手の段も小日の段もそれぞれの

1段上の長手や小日の段との縦目地の位置がずれているものが多かった。

煉瓦積変則部 西側橋台の背面の「凹」の字状の部分で煉瓦積が変則的に張り出している段が lヶ 所確

認された。この部分は煉瓦の段数では下から45段 日と46段目の部分で、隅石の段数では丁

度下から9段目と10段 目の境界部分になる。確認調査で煉瓦積は隅石 1段分即ち煉瓦 5段

分を 1つの単位として微妙に積み方を調整されて積み上げられていることが判明している

が、この変則部分も積み上げ単位が変わる部分で施工されていたことが明白である。大阪

鉄道管理局が昭和33年 12月 5日 に調査した図面では張り出している部分が 5ヶ 所表現され

ているが、この図が作成された時点では橋台背後には築堤の盛土が存在していた筈で、張

り出し部分の表現は推測であった可能性が高い。東側橋台は上部が損壊 しているためこの

張り出し部分は不明であるが、第 2橋台でも同様に変則部分が確認されており、しかも東

西両側でその部分までの段数が一致しているため、東側橋台も西側と同じ位置に変則部分

が存在していた可能性が極めて高い。

第 2架道橋台 第 2橋台も基本的には第 1橋台の構造と同じであるが、若千異なる部分もある。

隅石     第 2橋台でも主桁を受ける橋桁受部はコンクリート製に改修されているが、今回の調査

で隅石の段数は東西両側橋台ともに17段であることが明らかとなった。従って構築当初の

隅石は18段であり、桁座部分までは煉瓦が90段であったことになる。

基礎部分   基礎部分のコンクリートの厚さは東西両側ともに約60cm、 花南岩の間知石の高さは平均

32cmで、間知石は第 1橋台より少し低いものを使用している。モルタルの目地の厚さを加
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fig.59

第 2橋台 (東 )

fig.60

第 2橋台 (西)

えると基礎の深さは東西両側ともに約1,6mである。阪神淡路大震災の際に生 じたものか

は不明であるが、東西両橋台の前面にはそれぞれ 3段の石積を貫く状態で日地に隙間が生

じており、さらにその隙間はその下のコンクリートをも引き裂いていた。また第 1橋台同

様にコンクリートの外側に掘形が観察された部分も存在したが、掘り込み面を検出して掘

形の深さを確定することはできなかった。

コンクリー ト コンクリート周囲の型枠使用も欠失程度も第 1橋台と同様である。東側橋台前面の型枠
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9 神戸臨港鉄道南本町架道橋台跡 第 1次調査

外側には意味不明の線刻が 5条刻まれていた。コンクリート本体で第 1橋台と異なる点と

してはコンクリートの設1落部分は存在せず、東側橋台前面ではコンクリート流し込んだ際

に型枠が外れていたのか逆に掘形方向にはみ出している部分もあった。しかし型枠が土圧

で掘形側に膨れて変形している部分はなかった。

間知石    間知石積とコンクリート端との位置関係や間知石の積み方は第 1橋台と同様である。モ

ルタルのはみ出しや、矢穴の遺存も同様である。

煉瓦積控え幅 煉瓦の積み上げ方も第 1橋台とほぼ同様である。異なる点は背面の外面は全て控えずに

すぐ真上に積み上げている。背面の「凹」の字状の部分は10～20cmの 幅で控えて積み上げ

られており、各面の幅が揃っていないものの第 1橋台よりは揃っている。

煉瓦積面   煉瓦積各段で各面が長手もしくは小口で揃えられていることも第 1橋台と同様であるが、

第 1橋台は軌道敷と下の道路の角度から橋台の平面形が平行四辺形状になっていることに

対し、第 2橋台では長方形状である。従って橋台の隅の部分で使用する小割した煉瓦も変

則的に三角形にする必要がない。第 1橋台ほど隅の部分の処理に苦心はしなかったと思わ

れる。しかし土中に埋没するため背面では縦目地の位置がずれているものは多かった。

煉瓦積変則部 東西両側橋台の背面の「凹」の字状の部分で煉瓦積が変則的に張り出している段が lヶ

所ずつ確認された。この部分は煉瓦の段数では下から45段目と46段目の部分で、隅石の段

数では丁度下から9段目と10段 目の境界部分になるが、この位置は第 1橋台と同様で、し

かも積み上げ単位が変化する部分でもある。大阪鉄道管理局の図面では張り出している部

分が 4ヶ 所表現されている。

不明石垣   第 1・ 2橋台の両方で、橋台本体の南側に接する位置で、花南岩の間知石を布積みした

翼壁 (ウ イング・袖壁)に挟まれる状態で海側に面する石垣を検出した。

この石垣は橋台南側の翼壁を積み上げた後、翼壁面に接する状態で積み上げられている。

従って橋台付近の時間的な構築l頂序では後の方に構築されたことになるが、一連の工事の

中で最後の工程であった可能性はある。

///   _

第1橋台 (西 )

＼ /
第1橋台 (東 )

＼第2橋台m 第2橋台

＼

〉
／
／＼
／
　

∩

ハ
0                          10m

荷g.61 第 1。 2橋台南側石垣 平面図
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目地にモルタルを使用して花南岩の間知石を積み

上げているが、第 1橋台では 3段、第 2橋台では 4

段分遺存していた。間知石の下にはコンクリートの

根固めや直径約20cmの丸太杭が存在することが確認

されたが、土留め矢板のすぐ近くでしかも湧水が極

めて著しかったことから、安全確保上コンクリート

や丸太杭の最下部まで掘り下げることはできなかっ

た。この石垣や石垣面より海側の翼壁には背後の水

抜きと考えられる土管が確認されているため、石垣

と両側の翼壁に囲まれた部分が何らかの空間を形成

していたことは確実で、第 2橋台には水路状の構造

も存在している。

現在は地下水脈が変化して湧水が激しくなってい

るが、コンクリートの根固め上端の標高は第 1橋台

の石垣で約0.4mT P.、 第 2橋台の石垣で約0.3m

T.P.で ある。これらは神戸港基準面から計測する

とそれぞれ標高約 1.3m、 約1.2mと なり、石垣が海

岸線の護岸の石垣とは考えらない。類推の域を超え

ないが橋台本体の南端に構築されていることと標高

から判断し、台風や高潮等で海水が大量に押し寄せ

て来た際、橋台周囲の地盤の流出を防止する目的で

構築された石垣の可能性も考えられる。

その後明治43年にこの一帯の海岸が埋め立てられ

て葺合港湾が完成した際にはこれらの石垣は道路面

下に埋没し、道路側溝や路面が構築されていったと

思われる。

3。 ま と め  本調査で第 1・ 2両橋台の基礎構造が明らかとなっ

たが、さらにここでは第 1・ 2両橋台に共通する内

煉瓦積標高

容についても触れておきたい。

3段の間知石積の上端、即ち煉瓦積が始まる部分の標高は第 1橋台東側で1.14mT P.、

西側で1.10m T,P.で ある。この 4 cmの高低差は軌道敷が徐々に当時の地表面上にまで降

下 していく勾配の分であるが、実は第 2橋台でも同じ部分の標高は東側で1.14m T,P.、

西側で1.10m T.P,で あり、完全に一致している。両橋台間の軌道敷の勾配は隅石 1段分、

即ち32cmで、さらには主桁上に線路を設置する際に砕石や枕木で微調整されていたと考え

られるが、煉瓦積の基底面高が一致していることは橋台の構築にはかなりの正確な設計が

なされていたことが推定される。

第 1橋台西側と第 2橋台両側に使用されていた煉瓦は貝塚煉瓦株式会社の製造と考えら

れている煉瓦 (菱形もしくは正方形の刻印)で あることは確認調査で判っていた。しかし

ng.62 第 1橋台南側石垣

再g63 第 2橋台南側石垣

使用煉瓦
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Fig,64

第 3橋台 (東 )

fig 65

第 3橋台 (西 )

9 神戸臨港鉄道南本町架道橋台跡 第 1次調査

第 1橋台東側の使用煉瓦はよく判らず、使用されていたと考えられる煉瓦を集積 した部分

から岸和田煉瓦株式会社製造の煉瓦 (×形の刻印)と 日本煉瓦株式会社の製造と考えられ

ている煉瓦 (四弁花形の刻印)が採集されているだけであった。

今回、第 1橋台東側から外れた煉瓦で刻印の有無や種類も調査した結果、岸和田煉瓦株

式会社製の煉瓦と日本煉瓦株式会社製と考えられている煉瓦の他、貝塚煉瓦株式会社製と

考えられている煉瓦も 1点であるが確認できた。このことにより、第 3橋台の使用煉瓦が

不明であるものの、橋台表面に使用された焼過煉瓦を除けば貝塚煉瓦株式会社製と考えら

れている煉瓦を主体とし、工期内に調達できなかった不足分の煉瓦を岸和田煉瓦株式会社

製や日本煉瓦株式会社製と考えられている煉瓦で補ったと推定できる。また実際の構築作
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業では全ての橋台でほぼ同時に作業が進められていたと考えることが妥当であるが、その

際にも3種類の煉瓦が各橋台に混在して積まれていない事実は、煉瓦が構築現場に搬入さ

れた際にも大きな搬入単位のままほとんど動かされていなかったことを物語っている。

最後に本調査を実施 しなかった第 3・ 4両橋台についても、細部の差はあれ基本的には

同じ構造と推定できる。神戸港の物流や旅客運輸の大動脈としての役割を果たした神戸臨

港鉄道の遺構である煉瓦造架道橋台の調査は、今日の港湾都市神戸の形成を解明する貴重

な機会であったと言えよう。

fig 66

第 4橋台 (東 )

fig.67

第 4橋台 (西)



1.は じめに

fig 68

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

躯体の構造

隅石

10 神戸臨港鉄道小野浜町下水道跡 第 1次調査

10.神戸臨港鉄道小野浜町下水道跡 第 1次調査

今回の調査地は、都市計画道路新生田川右岸線街路築造に伴う旧神戸臨港線の更地化工

事を進めている敷地から煉瓦造りの排水路が出土したと都市計画局から連絡があり、文化

財課職員が視察した。その結果、出土した煉瓦造排水路は確認調査で明らかとなった神戸

臨港鉄道煉瓦造架道橋と同一技術で築造されていることが窺え、神戸臨港鉄道の一連の追

構と判断されたため、その状況を確認するための確認調査を実施 した。
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検出された当初の排水路は、上面を鉄筋コンクリートで覆われていた。このコンクリー

トを除去したところ煉瓦造りの排水路が検出された。

排水路の躯体全体の形状は、『 L』 の字状に煉瓦を組み上げ、部分的に煉瓦を斜方向に

積み上げている部分が調査範囲で 2ヶ 所確認できた。この斜方向煉瓦積みは、中央区脇浜

海岸通で確認された神戸臨港鉄道南本町第 1架道橋の橋桁受部にも同様なものが確認され

ている。

排水路の内側、排水路の起点となる北端端面には、長方形に加工 した花南岩切石を交互

に積み上げた隅石がある。煉瓦はイギリス積みであった。

排水路の北両端には、駆体の保護と強化の役割を果たす隅石がある。隅石は、長方形の

花南岩切石を交互に組み合わせたもので、隅石と隅石との間に煉瓦が 5段挟まる。

西側面北端の隅石は鋭角 (槍角)に、東側面北端の隅石は鈍角に仕上げられ (菱角)、

これに沿って煉瓦も棲み上げられている。

煉瓦の規格は、若子の誤差はあるものの概ね長辺約22c14、 短辺 10 5cm、 高さ5.5cmで、

『◇』の刻印があった。この刻印は貝塚煉瓦株式会社のもので、同社は、明治40年に大阪

窯業株式会社に合併している。このことからこの煉瓦を使用した排水路は、明治40年以前
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使用煉瓦
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の築造であることが窺える。

基礎部の構造 躯体の荷重を地盤に伝達し支える基礎部の構造は、地盤上に直に躯体を載せる直接基礎

で、基礎底面は 2 cm大の円礫を混ぜた厚さ35cmの モルタル上に花南岩切石を 1段並べたも

構造過程

のでこの上から煉瓦を積み上げている。

基礎面から高さ62cm(煉瓦10段)ま では、幅80cmで積み上げ、これから上段は、 6 cm控

えて幅74cmで高さ1.2m(煉瓦20段)構み上げている。

基礎部の底面は、標高0.1～ 0。 15mで、砂地に接しており、湧水が激しい。

下水道予定地の砂地に基礎底部構築用の板材で型枠を組む。この規模は、幅3.3m、 深

さ35cm、 延長20m以上の型枠に、 2 cm大の円礫を混ぜたモルタルを流し込み、下水道の底

面を造る。排水路の内寸を決め、長辺45～ 60cm、 高さを30omに整えた花南岩の切石を幅1.2

mで 1段並べ、内側の組み合わせの目地をモルタルで整える。北端に花南岩の切石を起き、

イギリス積みで煉瓦を幅80cmで 5段積み上げる。その上の北端に花南岩の切石を積み、イ

ギリス積みで煉瓦を積み上げ、基礎下部構造が完成する。

さらに同一工法で上部構造を積み上げるが、 6 cm控えた74cm幅で積み上げている。北端

の最上段には、花南岩の切石を並べ排水路を完成させている。

莉g.70 水路内 隅石 。煉瓦

莉g.69 水路部分 (内部)
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10 神戸臨港鉄道小野浜町下水道跡 第 1次調査

3.ま  と め  今回の調査で検出された煉瓦造下水道は、使用された煉瓦の刻印から明治40年までに築

造されたものであることが明らかとなった。煉瓦の積み上げ方や隅石の組上げ方などは、

調査地の東方で確認された神戸臨港鉄道煉瓦造架道橋台の技法とよく似ている。

平面図・立面図 0             3m
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:千ng 73 水路部分 (上面 )
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fig 74

水路壁体背面

fig 75

調査地遠景

築造時期と築造技術から神戸港築港の先行事業として海陸連絡輸送路の確保を目的に建

設された神戸臨港鉄道の関連遺構であり、特に神戸港駅の関連遺構である可能性が高く、

竣工当時 (明治40年)の姿をよく残した下水道であることが明らかとなった。

神戸港の物流や旅客運輸の大動脈としての役割をはたした神戸臨港鉄道の関連遺構であ

る煉瓦造架道橋台とともに、今日の港湾都市神戸の形成を物語る一遺産として貴重な発見

となった。今後、構造の特徴と築造当初の姿を良く残す部分について、切取り移設するこ

とにより保存することが望まれる。

声蕉■―T fT葺誓τ耳五
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1.は じめに

fig,76

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

溝

土坑

11 熊内遺跡 第 6次調査

11.熊内遺跡 第 6次調査

熊内遺跡は平成 2年に初めて存在が確認された遺跡である。

時代後期の集落と、それを囲む二重の環濠が確認されている。

住居や、古墳時代後期の上坑墓・木棺墓も見つかっている。

これまでの調査から、弥生

また、縄文時代早期の竪穴

ノネル

ヽ

今回の調査は、共同住宅の建設に伴う発掘調査で、既存建物によって損壊を受けている

部分を試掘調査によって明確にした後、遺跡の存在する範囲について調査を実施した。

上層より、盛土 。撹乱、淡灰白色砂質土 (旧耕土層)、 淡灰茶色砂質土、淡茶灰色砂質

上、乳灰色砂質土、黒灰色砂質土 (遺物包含層)、 乳灰色石混じり砂質土 (遺構面)、 乳灰

褐色礫混じり砂質土、乳茶黄色礫混じり砂質土となっている。調査区の南側は黒灰色砂質

土、乳灰色石混じり砂質土層の堆積が厚く、北側は遺構面が削平されていた。

溝 2条、土坑12基、ピット数十基検出した。

S D01は 調査区を北から南に縦断する。幅0,6～ 1,4m、 深さ10～ 30cmを測り、埋土は黒

灰色砂質土、乳灰褐色石混じり砂質土である。奈良時代の須恵器邦 。蓋、土師器郭が出土

している。北側は削平によって幅が狭くなっている。

S D02は S D01と 並行する。幅1.lm、 深さ20cmを測り、埋土は黒灰色礫混じり砂質土、

茶褐色礫混 じり砂質土である。 S D01と S D02の 間は5.4mを測る。道路状の遺構である

可能性が考えられる。

調査区の北側で多く検出している。ほとんど遺物を含んでおらず時期は不明である。

″ンフ・／＼

ng 77 S D01出土遺物実測図  Q______JCIn
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ピット

3。 ま と め

fig 78

調査区平面図・ 断面図

fig.79

調査区全景

調査区の北端と南端で多く検出している。直径0.2～0.5m、 深さ10～ 40cmを測る。遺物

はほとんど含まれていないが、弥生時代後期の上器片が確認できることから、直径の多い

さからも大半のものは、弥生時代と考えられる。

調査地は比高差1.3mも ある斜面地に位置するが、弥生時代後期の遺構と奈良時代の遺

構が確認できた。これまでの調査で検出された環濠を延長すると、調査地は環濠内に想定

できるが、弥生時代の遺構はピットが数基にとどまり、遺物も少量であった。

また、奈良時代の遺物は第 3次調査でも出土しており、今後この遺跡内で調査がすすめ

ば、建物等の存在が確認されると考えられる。遺構の詳細な時期については、遺物整理が

進んだ段階で言及したい。

爪 、ィ

埼

2淡灰白色砂質土
3淡灰茶色砂質土
4乳灰色砂質土
5黒色砂質土

唸
◎
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品

◎

―-66-―



1.は じめに

fig,80

調査地位置図

1:2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

第 1遺構面

S B101

S A101

12 楠・荒田町遺跡 第32次調査

12.楠・荒田町遺跡 第32次調査

楠・荒田町遺跡は、旧湊川沿いの段丘上に位置している。縄文時代後期の貯蔵穴が確認

された他、弥生時代には西摂平野の拠点集落となっている。その後、古墳時代後期にも集

落が存在している。また、平安時代末期以降に成立する中世前期集落も存在し、福原京と

の関連も注目される遺跡である。

以下、各調査区で検出した遺構 。遺物について概略を示す。

基本層序は、盛土、灰色砂質土 (上面が中世後期～近世と思われる遺構面となる)、 黒灰色

砂質土 (上面が第1遺構面となる)、 暗黄褐色砂質土 (上面が第 2遺構面となる、地山)である。

調査は平安時代後期 (12世紀)の第 1遺構面と、弥生時代中期の第 2遺構面で実施している。

第 1遺構面では、柱穴から12世紀の須恵器椀が出土した掘立柱建物等を検出した。

南北 5間以上×東西 2間以上を浪1る、総柱の掘立柱建物である。

柱間は2.0～ 2.2mで、建物を構成する柱穴は幅30～ 40cm、 深さ20～ 35cmを測る。建物方

位は、座標北から約38° 西へ振っている。

掘立柱建物を構成するS P l10か ら12世紀の須恵器椀が出上しており、建物の時期も判

断できる。

東西方向に 4間以上続く柵列である。柵列間は2.0～ 2.2mで、柵列を構成する柱穴は25

～40cm、 深さ20～ 35c41を測る。柵列の方位は、座標北から約52° 東へ振っている。

柵列の時期が理解できる遺物は出土していない。 S B101と切り合っており、同時併存

ではないが、建物方位が似通っている。おそらくS B101と ほぼ近い時期だと考える。

調査区の西端で検出した小溝である。幅約35cmで、深さ約10cnlを 測る。時期の判る遺物

は出土していない。

S B101を 削平しており、それより新 しい。遺構の上面が中世後期～近世の遺構面とな

る灰色砂質土により覆われており、中世の範疇に収まる事は理解できる。

S D101
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fig.81

南半調査区全景

第 2遺構面

S D201

S D202

S D203

S B201

S X201

S K201

S K202

S K203

第 2遺構面では、弥生中期の土器を多く伴う方形周溝墓と竪穴住居等を検出した。

方形周溝墓の周溝だと考える。幅2.5～4.Omで、深さ約1,4～ 1.6mを測る溝である。

ほぼ南北方向から直角に近く屈曲して、東へ延びている。溝の南北方向部分は東西方向

部分より規模が大きく、幅約4.Omで深さ約1,6mを測り、断面V字形となっている。

弥生中期後半の上器が多数出土しているが、すべて小片であり、供献土器は出土していない。

幅約30～ 50cmで、深さ約10cmを測り、南北方向へ延びる溝である。 S X201内から始ま

り、 S D201で途切れる。弥生土器の細片が出土している。

幅1.4～ 1.6mで、深さ約0.6mを測る溝である。 S D201に 接 して、その北側で検出され

た。弥生中期後半の土器が多数出土している。

S D201と 同じく、方形周溝墓の周溝となる可能性も存在する。ただし、その大部分が

調査区外へと続くため、詳細は不明である。

おそらく円形となる竪穴住居である。東半は調査区外に続き、北半はS D201に より削

平を受ける。径約2.Om以上で、深さ13～ 17cmを測る。周壁溝が存在しており、幅13cmで、

深さ約 5 cmを測る。

柱穴は3ヵ 所確認している。 Plは床面から検出され、竪穴住居に伴う可能性が高いが、

他の 2ヵ所の柱穴は竪穴住居に伴うか不明である。 Plは幅約30cmで、深さ約54cmを測る。

弥生中期後半の可能性が高い土器が出土している。

南北の幅約3.6m以上を測る、落ち込みである。深さは約16cmで フラットな面を一度形

成し、再び約40cmの 深さでフラットになる。竪穴住居になる可能性は存在するが、判断は

できていない。遺物は、弥生中期後半の土器が多数出土している。

東西幅約52cm、 南北幅約116cmで、深さ33cmを測る不整円形の土坑である。弥生土器の

細片が出土している。

幅130～ 136cmで、深さ37cmを測る円形の上坑である。弥生土器の細片が出上している。

幅60～ 64cmで深さ21cmを測る、円形の上坑である。弥生土器の細片が出土している。
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